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一般社団法人 日 本 庭 園 協 会

国
指
定
名
勝
　
貞
観
園�

神か

ん

だ田 

松ま
つ
た
ろ
う

太
郎

１
９
５
０
年
生
ま
れ
。
新
潟
県
新
潟
市
南
区
出
身
。
１
９
８
１（
昭
和

56
）
年
頃
５
名
の
同
じ
造
園
業
仲
間
で
、
同
好
会
「
庭
研
ｉ
ｎ
新
潟
」

を
つ
く
り
、
技
術
の
向
上
を
目
指
し
て
活
動
。
さ
ら
に
広
く
向
上
す
る

た
め
に
仲
間
の
修
行
先
の
小
形
研
三
氏
に
相
談
し
た
と
こ
ろ
、
う
っ
て

つ
け
の
人
物
が
い
る
と
紹
介
を
し
て
い
た
だ
い
た
の
が
龍
居
竹
之
介
先

生
で
し
た
。
そ
の
後
、
新
潟
県
支
部
を
立
ち
上
げ
、
伝
統
庭
園
技
塾
の

初
の
地
方
開
催
に
な
り
ま
し
た
。

新
潟
県
柏
崎
市
岡
野
町
に
あ
る
貞
観
園
は
、
庄
屋
の
居
宅
で
あ
る
貞
観

堂
を
中
心
に
し
た
池
泉
回
遊
式
庭
園
で
す
。
こ
の
地
域
は
積
雪
が
多
く
、

自
然
落
下
し
た
雪
が
軒
先
ま
で
積
も
り
、
そ
れ
を
排
除
し
た
雪
が
ま
た
積

み
重
な
り
高
さ
七
尺
位
（
約
2
ｍ
）の
石
灯
篭
が
隠
れ
て
し
ま
い
ま
す
。

貞
観
堂
の
修
復
工
事
を
行
う
こ
と
に
な
り
、
技
術
指
導
の
庭
園
部
門
に

石燈籠と飛石、苔で構成された「南宛」は、崖下を流れる鯖石川対岸の城山を借景とする
広がりと奥行きのある佇まい。2023.10.10　筆者撮影

は
本
部
か
ら
龍
居
竹
之
介
・
柴
田
正
文
、
新
潟
県
支
部
か
ら
後
藤
剛
助
（
当

時
・
支
部
長
）・
石
川
治
壱
・
筆
者
、
建
築
部
門
に
は
望
月
敬
生
な
ど
庭
園
協

会
本
部
及
び
新
潟
県
支
部
会
員
等
が
多
く
関
わ
り
ま
し
た
。

２
０
０
5
（
平
成
17
）
年
に
解
体
前
の
実
測
調
査
を
当
支
部
会
員
・
田
中

泰
阿
彌
研
究
会
会
員
合
同
で
行
い
ま
し
た
。
同
年
に
建
物
解
体
前
に
支
障
に

な
る
蹲
踞
・
飛
石
・
軒
内
の
石
貼
り
等
の
撤
去
を
実
施
、
そ
れ
に
伴
う
素
材

の
寸
法
・
番
号
付
け
・
記
録
な
ど
を
併
せ
て
行
い
ま
し
た
。
こ
の
時
初
め
て

文
化
財
の
解
体
の
知
識
を
少
し
は
得
た
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。
そ
の
後
、
２

０
０
８
（
平
成
20
）
年
に
復
元
工
事
を
当
協
会
会
員
の
方
々
に
協
力
い
た
だ

き
、
完
成
に
こ
ぎ
つ
け
ま
し
た
。

２
０
１
０
（
平
成
22
）
年
よ
り
２
０
１
４
（
平
成
26
）
年
ま
で
の
５
カ
年

に
わ
た
り
、
貞
観
園
内
の
茶
室
、
抱
月
楼
・
月
華
亭
・
環
翠
軒
修
復
工
事
の

実
施
に
伴
う
工
事
と
修
復
周
辺
の
庭
園
の
経
年
劣
化
に
よ
る
傷
み
の
修
復
を

継
続
し
ま
し
た
。
こ
の
工
事
は
庭
園
に
関
し
て
は
新
潟
県
支
部
、
建
物
に
関

し
て
は
（
有
）
歴
史
建
築
設
計
研
究
体
（
代
表
望
月
敬
生
）
が
設
計
監
理
を

行
い
ま
し
た
。

２
０
１
５
（
平
成
27
）
年
か
ら
２
０
１
９
（
令
和
元
）
年
に
か
け
て
貞
観

園
の
前
の
道
路
の
向
か
い
に
あ
る
貞
観
園
内
苑
（
円
角
庵
・
玄
隆
斎
・
内
苑

庭
園
）
の
保
存
修
理
工
事
を
５
カ
年
に
わ
た
り
継
続
事
業
と
し
ま
し
た
。
前

回
同
様
、
庭
園
は
新
潟
県
支
部
、
建
物
に
関
し
て
は
（
有
）
歴
史
建
築
設
計

研
究
体
（
代
表
望
月
敬
生
・
望
月
敬
士
）
が
設
計
監
理
を
行
い
ま
し
た
。

２
０
０
４
年
か
ら
13
年
間
、
修
復
工
事
に
関
わ
ら
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

龍
居
先
生
と
貞
観
園
当
主
・
村
山
義
朗
様
の
繋
が
り
で
当
支
部
に
修
復
工
事

の
仰
せ
が
あ
っ
た
の
は
、
支
部
会
員
の
人
脈
の
良
さ
だ
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

修
復
前
の
貞
観
園
の
庭
は
自
然
体
の
庭
と
い
う
考
え
で
管
理
さ
れ
て
お
り
、

自
然
に
芽
生
え
た
樹
木
や
大
き
く
成
長
し
た
低
木
等
が
景
観
を
阻
害
し
て
い
ま

し
た
が
、
徐
々
に
改
善
し
て
お
り
ま
す
。

年
２
回
、
低
木
剪
定
を
し
て
お
り
、
ド
ウ
ダ
ン
ツ
ツ
ジ
な
ど
の
ツ
ツ
ジ
類

は
刈
込
鋏
を
使
用
せ
ず
木
鋏
だ
け
で
透
か
し
剪
定
を
し
て
い
ま
す
。
当
主
の

村
山
様
の
ご
理
解
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。�

（
正
会
員
）

�
（
当
協
会
会
員
は
敬
称
略
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
）
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緑
と
水
の
市
民
カ
レ
ッ
ジ
﹁
み
ん
な
の
緑
学
﹂
講
座　

長
尾
欽
弥
と
よ
ね
〜
そ
の
人
物
と
本
宅
・
別
荘
の
庭
園
を
め
ぐ
っ
て
〜
そ
の
２

２
０
２
２
年
12
月
24
日
　
緑
と
水
の
市
民
カ
レ
ッ
ジ

加か

と

う藤

映え
い

引
き
続
き
、
長
尾
欽
弥
の
別
荘
、
鎌
倉

山
扇
湖
山
荘
と
唐
崎
隣
松
園
の
庭
園
に
つ

い
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
庭
園
の
構
成
と
配
置
、

訪
問
者
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
、
そ
し
て
長
尾
資

料
館
所
蔵
の
写
真
を
中
心
に
庭
園
の
様
子

を
紹
介
し
ま
す
。

ま
ず
、
鎌
倉
山
扇
湖
山
荘
で
す
。

別
荘
鎌
倉
山
扇
湖
山
荘
の
構
成
と
配
置

扇
湖
山
荘
は
１
９
３
１
（
昭
和
６
年
）

に
着
工
さ
れ
、
１
９
３
４
（
昭
和
９
）
年

に
完
成
し
ま
し
た
。
鎌
倉
山
の
頂
上
部
に

位
置
し
、
敷
地
は
周
囲
の
山
々
を
含
め
約

13
万
坪
で
す
。
設
計
は
大
江
新
太
郎
、
作

庭
は
7
代
目
小
川
治
兵
衛
と
そ
の
甥
の
岩

城
亘
太
郎
で
す
。
現
在
は
山
頂
部
の
主

屋
と
そ
の
周
囲
の
庭
園
だ
け
が
残
っ
て
い

ま
す
。

長
尾
よ
ね
の
没
後
、
大
林
組
が
所
有

し
、
一
時
期
料
亭
「
鎌
倉
園
」
と
し
て
営

業
し
ま
し
た
が
、
ま
も
な
く
閉
店
。
１
９

８
１
（
昭
和
56
）
年
に
三
和
銀
行
が
取
得

し
、
三
菱
銀
行
に
引
き
継
が
れ
ま
し
た
。

２
０
１
０
（
平
成
22
）
年
に
三
菱
銀
行
か

ら
鎌
倉
市
に
寄
贈
さ
れ
ま
し
た
。

鎌
倉
駅
の
西
方
に
位
置
す
る
鎌
倉
大
仏

を
過
ぎ
る
と
ト
ン
ネ
ル
が
あ
り
、
そ
こ
を

過
ぎ
る
と
笛
田
と
い
う
と
こ
ろ
に
出
ま

す
。
そ
こ
か
ら
左
の
方
に
折
れ
て
鎌
倉
山

に
登
る
道
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
辺
り
一
帯

が
鎌
倉
山
で
、
そ
の
ち
ょ
う
ど
東
南
の
端

辺
り
が
扇
湖
山
荘
の
あ
っ
た
と
こ
ろ
で
す
。

現
在
の
等
高
線
図
（
図
１
）
を
見
る
と
、

頂
上
部
分
に
主
屋
、
そ
の
周
辺
に
庭
園
、

そ
し
て
主
屋
の
北
の
山
の
上
に
伏
見
亭
が

あ
り
ま
す
。
西
側
も
山
に
な
っ
て
い
て
、

東
側
と
南
側
は
急
な
谷
に
な
っ
て
い
ま

す
。
お
よ
そ
20
ｍ
の
高
低
差
が
あ
る
か
と

思
い
ま
す
。

当
初
は
扇
湖
山
荘
の
麓
の
南
と
北
の
谷

戸
に
は
大
き
な
池
を
配
し
た
庭
園
が
あ
り

ま
し
た
。
と
も
に
立
派
な
茶
室
を
備
え
、

両
方
の
庭
は
ト
ン
ネ
ル
で
結
ば
れ
て
い
ま

し
た
。
こ
の
2
つ
の
庭
は
長
尾
家
が
資
金

に
窮
し
た
１
９
６
０
（
昭
和
35
）
年
ご
ろ

に
周
囲
の
山
と
と
も
に
売
却
さ
れ
、
住
宅

地
と
し
て
開
発
さ
れ
ま
し
た
。

１
９
４
６
（
昭
和
21
年
）
の
扇
湖
山
荘

の
航
空
写
真
（
図
２
）
を
見
る
と
前
庭
と

裏
庭
が
写
っ
て
い
ま
す
。
現
在
は
宅
地
に

な
っ
て
い
ま
す
。

長
尾
家
に
つ
い
て
一
緒
に
調
べ
て
き
ま

し
た
土
居
隆
氏
は
、
こ
の
近
く
の
鎌
倉
市

極
楽
寺
と
い
う
と
こ
ろ
に
生
ま
れ
、
鎌
倉

山
の
上
の
方
に
あ
る
幼
稚
園
に
通
っ
て
い

た
そ
う
で
す
。
子
ど
も
の
足
で
山
を
ぐ
る

り
と
回
る
と
大
変
な
の
で
、
長
尾
家
に
相

談
し
て
、
敷
地
内
の
庭
を
上
っ
て
幼
稚
園

に
通
っ
て
い
た
そ
う
で
す
。
こ
の
庭
は
子

ど
も
た
ち
の
遊
び
場
に
な
っ
て
い
た
そ
う

で
す
。
子
ど
も
な
が
ら
神
秘
的
で
素
晴
ら

し
い
と
感
じ
た
と
話
し
て
い
ま
し
た
。
土

居
氏
の
美
意
識
は
扇
湖
山
荘
の
庭
か
ら
与

え
ら
れ
た
と
今
で
も
言
っ
て
い
ま
す
。
前

庭
と
裏
庭
を
繋
ぐ
ト
ン
ネ
ル
は
扇
湖
山
荘

加
藤
映
プ
ロ
フィ
ー
ル1

9
5
5（
昭
和
30
）年

8
月
14
日
、山
形
県
鶴
岡
市

に
て
出
生
。４
歳
時
に
家
族

と
共
に
横
浜
に
移
り
住
む
。

男
四
人
兄
弟
の
三
男
。昭
和

56
年
横
浜
市
立
大
学
医
学
部
卒
業
後
、麻
酔
科
医
と

し
て
の
勤
務
を
経
て
平
成
15
年
横
浜
市
瀬
谷
区
に“
か

と
う
ク
リ
ニ
ッ
ク
”開
院（
令
和
3
年
閉
院
）。趣
味
は
マ

ラ
ソ
ン
、釣
り
、読
書
、音
楽（
コ
ン
ト
ラ
バ
ス
）等
。現
在

は
仕
事
か
ら
離
れ
、長
尾
家
の
こ
と
と
父
の
実
家
で
あ

る
加
藤
忠
廣
か
ら
繋
が
る
山
形
県
酒
田
市
新
堀
の
加

藤
家
に
つ
い
て
調
査
。ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト“
長
尾
資
料
館
”

と
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト“
身
似
明
星
”に
公
開
。長
尾
家
の
書

簡
を
読
む
こ
と
が
き
っ
か
け
と
な
り
、今
は
崩
し
字
解

読
に
嵌
ま
っ
て
い
る
。

主屋

図2 1946年（昭和21年）頃の扇湖山荘 国土地理
 院空中写真閲覧サービスの図に筆者追記

伏見亭

正門

主屋
南庭園

北の谷・
裏庭

トンネル

南の谷・
前庭

図1 現在の扇湖山荘　等高線図（１.0ｍ）
 地理院タイル（標高タイル）を「Web等高線メーカー」サイトで作成
 したものに筆者追記
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が
で
き
る
前
か
ら
あ
り
、
今
も
地
元
の
人

達
が
便
利
に
使
っ
て
い
ま
す
。

扇
湖
山
荘
の
訪
問
者
・
半
泥
子
と
魯
山
人

さ
て
、
こ
の
扇
湖
山
荘
に
も
多
く
の
人

が
招
待
さ
れ
、
宴
会
が
催
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
長
尾
美
術
館
所
蔵
の
「
仁
清
の
壺

（
註
１
）」
を
見
に
訪
れ
た
人
も
多
く
い
ま
し

た
。
そ
の
一
人
が
川か
わ
き
た

喜
田
半は
ん
で
い
し

泥
子
で
す
。

半
泥
子
は
陶
芸
家
と
し
て
も
知
ら
れ
、
欽

弥
の
所
属
し
て
い
た
「
延
命
会
」
と
い
う

茶
の
湯
の
会
の
一
員
で
も
あ
り
ま
し
た
。

そ
れ
ま
で
「
仁
清
」
を
あ
ま
り
評
価
し

て
い
な
か
っ
た
半
泥
子
は
欽
弥
に
頼
ん

で
、
１
９
３
７
（
昭
和
12
）
年
２
月
、
扇

湖
山
荘
を
訪
れ
、「
仁
清
の
壺
」
を
見
分
し

ま
し
た
。
こ
の
壺
を
見
て
仁
清
に
対
す
る

認
識
を
新
た
に
し
た
と
い
う
こ
と
で
す
。

こ
の
時
の
様
子
は
、
半
泥
子
が
書
い
た

『
随
筆
泥
仏
堂
日
録
（
註
２
）』
に
非
常
に
詳
し

く
書
か
れ
て
い
ま
す
。

大
船
か
ら
タ
ク
シ
ー
で
扇
湖
山
荘
に
向

か
い
、
着
く
と
ま
ず
庭
を
案
内
さ
れ
ま
し

た
。
そ
れ
か
ら
地
下
の
美
術
品
を
見
て
、

次
に
食
事
や
お
酒
の
も
て
な
し
を
受
け
、

か
な
り
酔
っ
て
し
ま
っ
た
後
に
「
仁
清
の

壺
」
が
出
て
き
た
と
い
っ
た
話
が
書
か
れ

て
い
ま
す
。

後
日
、
半
泥
子
は
そ
の
日
の
礼
状
を
欽

弥
に
送
っ
て
お
り
、
長
尾
資
料
館
で
保
管

す
る
書
簡
の
中
に
残
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
時
、
よ
ね
は
半
泥
子
を
迎
え
る
た

め
に
、
料
理
を
盛
る
器
を
一
日
が
か
り
で

選
び
、
支
援
し
て
い
た
北
大
路
魯
山
人
を

呼
び
そ
の
手
料
理
で
も
て
な
し
ま
し
た
。

当
時
、
星
ヶ
岡
茶
寮
を
追
放
に
な
り
窮

地
に
立
た
さ
れ
て
い
た
魯
山
人
を
救
っ
た

の
が
長
尾
家
で
し
た
。
欽
弥
は
魯
山
人
を

連
れ
て
、
瀬
戸
古
窯
発
掘
の
旅
に
出
て
い

ま
す
。「
わ
か
も
と
」
の
ノ
ベ
ル
テ
ィ
を
依

頼
さ
れ
、
大
量
に
焼
き
物
を
焼
く
こ
と
で

魯
山
人
は
次
第
に
元
気
を
取
り
戻
し
た
そ

う
で
す
。

見
る
か
ら
に
気
難
し
そ
う
で
近
寄
り
が

た
い
雰
囲
気
の
魯
山
人
で
す
が
、
宜
雨
荘

で
の
宴
会
で
の
こ
と
で
す
。
よ
ね
の
隣
に

魯
山
人
が
座
り
、
２
人
が
話
を
し
て
い
た

と
こ
ろ
、
急
に
よ
ね
が
魯
山
人
の
頬
を
ぴ

し
ゃ
り
と
打
っ
た
そ
う
で
す
。
魯
山
人
は

母
親
に
叱
ら
れ
た
子
供
の
よ
う
に
し
ゅ
ん

と
し
て
い
た
そ
う
で
す
。
目
撃
し
た
の
は

宜
雨
荘
で
も
登
場
し
た
村
田
五
郎
で
す
。

当
時
の
魯
山
人
に
そ
ん
な
こ
と
が
で
き
た

の
は
長
尾
の
奥
さ
ん
だ
け
だ
ろ
う
と
手
記

（
註
３
）
に
は
書
か
れ
て
い
ま
す
。
東
の
魯
山

人
、
西
の
半
泥
子
と
並
び
称
さ
れ
た
2
人

で
す
が
、
西
の
半
泥
子
が
仁
清
の
壺
を
見

に
扇
湖
山
荘
を
訪
れ
た
と
き
東
の
魯
山
人

が
自
ら
の
手
料
理
で
も
て
な
し
た
と
い
う

話
で
す
。
ま
た
、
そ
れ
を
演
出
し
た
の
が

長
尾
よ
ね
で
し
た
。

写
真
で
見
る
扇
湖
山
荘

①近年の正門です。門を入ると左側（西）
と正面（北）に山があります。その間が
切り通しになっていて、上に橋が架か
っています。左方向に行くと伏見亭（茶
室）、右の山道を行くと南庭園へと下っ
て行きます。（近年 土居隆氏 撮影）

②門を入ると砂利道になっていて主屋
に向かいます。右上に伏見亭が見え
ます。（※2）

正門・アプローチ 撮影位置図

特記以外
※１　1953年3月撮影（カラースライド）
※２　1955年4月15日撮影（カラースライド）
※３　撮影年不明（モノクロスライド）
撮影者は不明だが、おそらく長尾欽弥と思われる
すべて長尾資料館蔵
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⑧主屋の南面です。その前は庭園です。
左方向は谷になっています。（※2）

⑩主屋の南面にはベランダがあります。
（※2）

⑨前庭へ下る道の途中から見上げた景
色です。たいへん急な坂です。当初、
この下の方に前庭と呼ばれる庭があ
りましたが、扇湖山荘を訪れた人はこ
の急坂をわざわざ下りてそこまで行く
人はいなかったようで、早くから荒れ
ていたようです。（※1）

⑪かなり広いベランダです。正面の門
の先は山道で、正門からみえた橋に
続いています。（※1）

④主屋の玄関。車寄せです。私が住ん
でいた頃は、ちょうど私が車の免許を
取得中で、ここの庭で運転の練習をし
ました。（※1）

⑤主屋玄関の正面です。東側（左）に仕
切り門があり、そこを下りると主屋周
りの庭園へ繋がっています。（※2）

⑥主屋の東側（右）には仕切り門があり、
そこを下りると主屋周りの庭園と繋が
っています。（※2）

玄関まわり

ベランダ

主屋

⑦仕切り門を下りると南庭園にでます。主屋は木造２階建て、地下は鉄筋コンクリート
造りで、この上に主屋がのっています。上部構造物は、飛騨高山の民家を移築したも
のです。２階の手前側はホールになっていて、ビリヤード台が置いてあった記憶があ
ります。その奥に欽弥とよねの寝室がありました。地下は美術品の収集倉庫で、戦後
長尾美術館として公開されたところです。（※2）

正門・アプローチ（続き）

③さらに先へと進む砂利道です。中央
右手は梅林です。（※1）
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⑳伏見亭からの眺望です。ここからも扇
状の相模湾が望めます。（※3）

⑱主屋の西面です。この辺りには風呂
場があったのですが、住んでいた当
時の管理者に聞くと、暖房システムの
関係で風呂を沸かすのに１日何万円
もかかると言われました。（※2）

⑫ベランダから東方向を見ています。
   （※1）

⑬南に目を向けると奥方向に相模湾が見えます。海が扇形に見えるこの景色が「扇湖
山荘」の名の由来となりました。村田五郎によると、近衛文麿の命名とのことです。

（※1）

⑲伏見亭です。現存しています。鎌倉市
が時々一般公開しています。（※3）

⑰主屋西側と山の間の茶庭です。この
辺に欽弥の書斎があって、茶室のよう
な部屋があったと思います。（※2）

⑯南庭園から前庭へ下る道です。この
茅葺の建物の詳細ですが、「伸秋亭」
と思われます。長尾家の茶の湯の世
話をした鈴木宗保は、田中光顕が扇
湖山荘を訪れたときに、田舎家風の
茶室でお茶を点てたと書いています。
その田舎家風の茶室というのがこの
建物だと思われます。現在はありませ
ん。（※2）

⑭主屋南側の南庭園です。右側はかな
り急斜面になっています。かつては斜
面の下に前庭がありました。（※2）

⑮南庭園の反対方向を見たところです。
主屋の前は芝生になっています。（※2）

ベランダ（続き）

伏見亭

主屋の西側

伸秋亭 南庭園
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次
に
隣
松
園
の
話
を
し
ま
し
ょ
う
。

別
荘
唐
崎
隣
松
園
の
構
成
と
配
置

隣
松
園
は
１
９
３
２
（
昭
和
７
）
年
の

着
工
で
す
。
完
成
目
前
の
１
９
３
４
（
昭

和
９
年
）
９
月
、
室
戸
台
風
で
一
部
倒
壊

し
た
そ
う
で
す
が
、
同
年
の
暮
れ
に
完
成

し
ま
し
た
。

琵
琶
湖
の
湖
畔
唐
崎
に
位
置
し
、
敷
地

は
約
１
万
４
千
坪
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
ま

す
。
関
西
方
面
の
要
人
や
外
国
か
ら
の
訪

問
使
節
の
接
待
に
利
用
さ
れ
、
接
待
の
多

く
は
庭
園
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

建
築
は
３
代
目
木
村
清
兵
衛
（
註
４
）
他

で
、
造
園
は
７
代
目
小
川
治
兵
衛
と
そ
の

甥
岩
城
亘
太
郎
で
す
。
戦
後
、
裏
千
家
に

売
却
さ
れ
、
後
に
大
津
市
に
寄
贈
さ
れ
ま

し
た
が
、
２
０
０
６
（
平
成
18
）
年
ご
ろ

に
解
体
さ
れ
、
跡
地
は
住
宅
地
と
し
て
開

発
さ
れ
ま
し
た
。

現
在
の
等
高
線
図
（
図
３
）
を
見
て
も

明
ら
か
な
よ
う
に
湖
畔
の
平
ら
な
地
形
を

利
用
し
て
い
ま
し
た
。
本
宅
宜
雨
荘
は
沢

を
利
用
し
て
庭
園
が
つ
く
ら
れ
、
借
景
を

求
め
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
た
め
、
敷

地
内
で
完
結
す
る
自
足
的
な
庭
園
が
つ
く

ら
れ
、
鎌
倉
山
扇
湖
山
荘
は
山
の
上
部
に
、

遠
景
を
取
り
込
む
借
景
の
庭
園
を
つ
く
り

ま
し
た
。

こ
の
隣
松
園
は
琵
琶
湖
の
ほ
と
り
に
あ

り
、
敷
地
の
外
へ
の
広
が
り
の
あ
る
庭
園

が
つ
く
ら
れ
た
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。

隣
松
園
の
構
成
と
配
置
に
つ
い
て
は
矢

ケ
崎
善
太
郎
の
茶
室
研
究
の
論
文
（
註
５
）
に

記
載
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
内
容
を
解
体
前

の
航
空
写
真
（
図
４
）
に
当
て
は
め
て
み

ま
す
。

ま
ず
建
造
物
と
し
て
は
主
屋
、
茶
室
３

棟
と
腰
掛
待
合
２
棟
、
ボ
ー
ト
ハ
ウ
ス
の

ほ
か
、
付
属
屋
数
棟
が
あ
り
ま
し
た
。

主
屋
は
敷
地
の
ほ
ぼ
中
央
部
、
南
東
前

面
の
芝
生
の
広
い
庭
を
介
し
て
琵
琶
湖
に

面
し
て
い
ま
す
。
こ
の
主
屋
は
田
舎
家
風

の
建
物
が
い
く
つ
か
連
な
っ
て
い
ま
し
た
。

茶
室
①
は
、
主
屋
の
西
方
、
湖
岸
に
近

い
と
こ
ろ
に
、
そ
の
北
側
、
竹
林
の
中
に

茶
室
②
が
、
主
屋
の
北
東
の
林
の
中
に
茶

室
③
が
建
っ
て
い
ま
し
た
。

そ
し
て
、
主
屋
の
南
東
方
向
の
琵
琶
湖

畔
に
ボ
ー
ト
ハ
ウ
ス
が
建
っ
て
い
ま
し
た
。

本
宅
宜
雨
荘
に
比
べ
る
と
シ
ン
プ
ル
で

わ
か
り
や
す
い
構
成
で
す
。

隣
松
園
の
来
訪
者
・
東
久
邇
宮
稔
彦
王
︑

大
津
航
空
隊
慰
問
会
と
外
国
の
団
体
客

こ
の
隣
松
園
は
特
別
な
来
賓
の
も
て
な

し
に
モ
ー
タ
ー
ボ
ー
ト
が
使
わ
れ
ま
し

た
。
モ
ー
タ
ー
ボ
ー
ト
は
全
長
が
約
10

ｍ
、
幅
は
約
３
ｍ
で
、
船
体
は
ク
リ
ー
ム

色
に
、
喫
水
以
下
は
赤
の
船
底
塗
料
が
塗

ら
れ
て
い
ま
し
た
。
建
造
は
神
戸
川
崎
造

船
所
で
、
進
水
は
１
８
３
３
（
昭
和

８
）
年
で
す
。
戦
前
の
我
が
国
で
は

こ
の
よ
う
な
個
人
用
モ
ー
タ
ー
ボ
ー

ト
は
ほ
と
ん
ど
存
在
せ
ず
、
航
行
時

は
人
々
の
目
を
引
き
つ
け
た
も
の
と

考
え
ら
れ
ま
す
。
図
５
に
は
、
日
の

丸
が
写
っ
て
い
ま
す
。
特
別
な
人
が

来
た
と
き
の
写
真
で
し
ょ
う
。
宜
雨

荘
に
も
訪
れ
た
こ
と
の
あ
る
東
久
邇

宮
稔
彦
王
の
来
訪
の
記
録
が
あ
り

ま
す
。

１
９
４
３
（
昭
和
18
）
年
11
月
、

大
津
航
空
隊
を
招
い
て
慰
問
会
が
行

わ
れ
ま
し
た
。
こ
の
時
の
慰
問
会
プ

ロ
グ
ラ
ム
が
残
っ
て
い
ま
し
た
。
そ

れ
に
よ
る
と
芸
人
も
何
人
か
よ
ば
れ

て
い
た
よ
う
で
す
。
接
待
に
は
裏
千

家
の
人
が
た
く
さ
ん
来
て
手
伝
っ
て

く
れ
た
そ
う
で
す
。

慰
問
会
は
当
初
４
０
０
人
ほ
ど
の

予
定
だ
っ
た
そ
う
で
す
が
、
結
局
６

０
０
人
か
ら
７
０
０
人
ぐ
ら
い
の
大

宴
会
に
な
っ
た
そ
う
で
す
。
と
い
う

の
は
、
当
日
航
空
隊
の
基
地
に
兵
の

家
族
た
ち
が
面
会
に
行
っ
た
と
こ
ろ
、

本
人
た
ち
は
「
わ
か
も
と
」
の
と
こ

ろ
だ
と
聞
い
て
、
家
族
も
隣
松
園
に
駆
け

付
け
た
と
い
う
こ
と
で
す
。
こ
の
と
き
の

報
告
書
の
中
に
蕎
麦
屋
の
伝
票
も
残
っ
て

い
ま
し
た
。
そ
こ
に
は
「
蕎
麦
８
０
０
人

前
、
１
２
０
円
」
と
書
い
て
あ
り
ま
し
た
。

海
外
か
ら
の
訪
問
者
も
多
か
っ
た
よ
う

で
す
。
残
さ
れ
て
い
た
写
真
で
分
か
る
の

は
、
１
９
３
８
（
昭
和
13
）
年
に
、
ヒ
ト

ラ
ー
ユ
ー
ゲ
ン
ト
が
訪
れ
て
い
ま
す
。
同

年
、
ア
メ
リ
カ
・
カ
ナ
ダ
の
ハ
イ
ス
ク
ー

図3 現在の隣松園跡地　等高線図（0.5ｍ）
 地理院タイル （標高タイル）を「Web等高線メーカー」
 サイトで作成

主屋

西側の川

茶室①

茶室②

ボートハウス

茶室③

図4 1987年（昭和62年）頃の隣松園　国土地理院空中写真
 閲覧サービスの図に筆者追記
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ル
教
員
団
体
一
行
。
こ
の
時
に
は
ボ
ー
ト

か
ら
降
り
る
と
一
人
一
人
に
和
傘
が
プ
レ

ゼ
ン
ト
さ
れ
た
と
い
う
こ
と
で
す
。
こ
の

和
傘
は
非
常
に
好
評
で
、
大
事
に
持
ち
帰

っ
た
と
い
う
こ
と
で
す
。

団
体
名
は
不
明
で
す
が
、
１
９
４
０（
昭

和
15
）
年
に
撮
影
さ
れ
た
こ
と
が
分
か
っ

て
い
る
写
真
も
残
さ
れ
て
い
ま
す
。
も
し

か
す
る
と
、
米
国
の
ガ
ー
デ
ン
ク
ラ
ブ
で

は
な
い
か
と
思
っ
て
い
ま
し
た
が
、
一
行

の
訪
問
は
１
9
３
５
（
昭
和
10
）
年
５
月

15
日
の
記
録
が
あ
り
ま
す
の
で
、
別
の
団

体
だ
っ
た
よ
う
で
す
。

こ
の
よ
う
に
、
広
い
芝
生
の
あ
る
隣
松

園
で
は
大
人
数
の
接
待
に
使
わ
れ
た
と
い

う
こ
と
に
な
り
ま
す
。

写
真
で
見
る
隣
松
園

図5 特別な来賓のもてなしにはモーターボートが使われた
 （撮影年、撮影者不明）

特記以外はすべて1952年秋撮影（カラースライド）
撮影者は不明だが、おそらく長尾欽弥かと思われる
すべて長尾資料館蔵

①これが正門です。

③主屋南面です。琵琶湖側に開放的な
芝生が広がっています。後ろに見える
のが比叡山だと思います。

④母屋の北西側から琵琶湖を望んだ景色です。最も隣松園らしい一葉
だと思います。琵琶湖の湖面、遠くに鈴鹿山脈の山並み、これらを借
景として、手前に広い芝生とマツ木立が絶妙に配置されています。

②主屋の玄関です。特徴的な屋根が連
なっています。

正門・アプローチ・玄関 撮影ポイント

主屋と庭園
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図6 『芒の庭の宴』のシーン 写真④右奥の
 樹木と同一　（「雨月物語」DVDより）

主屋と庭園（続き）

⑤庭園の南西側。中央に見える橋の先
に行くと茶室②があります。川はここ
をずっと琵琶湖の方に流れています。

⑥広がる芝生の先に琵琶湖の湖面、そ
の奥に山々が連なっています。

⑦主屋の西面です。マツの木立が琵琶
湖に向かって連なっています。この付
近で接待や宴会が行われたようです。

⑨主屋の南面です。

⑩庭園の東側です。

⑧主屋の南西の角あたりです。

⑪庭園の南端、琵琶湖へと流れ出る川です。

⑫上棟幣軸には数寄屋師木村清兵衛の
名があったと聞いています。（註4）

⑬左奥で琵琶湖に通じています。

⑭ボートハウス前の引き込みです。左側
が琵琶湖です。

小川

茶室①

ボートハウス
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お
わ
り
に

さ
て
、
解
体
さ
れ
た
隣
松
園
で
す
が
、

実
は
二
つ
の
映
画
の
中
で
、
そ
の
姿
の
一

部
を
残
す
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
一
つ
は

世
界
的
に
も
評
価
の
高
い
「
雨
月
物
語
」

で
す
。
１
９
５
３
（
昭
和
28
）
年
の
公
開

で
、
監
督
は
溝
口
健
二
で
す
。
溝
口
本
人

が
直
接
欽
弥
に
使
わ
せ
て
ほ
し
い
と
依
頼

し
た
そ
う
で
す
。

図
６
は
芒す
す
きの
庭
の
宴
の
シ
ー
ン
で
す
。

正
面
の
樹
木
は
先
述
④
の
右
奥
に
見
え
る

樹
木
の
よ
う
に
見
え
ま
す
。

も
う
一
つ
は
「
利
休
」
で
す
。
野
上
彌

生
子
原
作
、
勅
使
河
原
宏
監
督
、
三
國
連

太
郎
が
利
休
を
、
山
崎
勉
が
秀
吉
を
演
じ

た
１
９
８
９
（
平
成
元
）
年
公
開
の
映
画

で
す
。
こ
の
と
き
は
既
に
裏
千
家
所
有
と

な
っ
て
い
ま
し
た
。

こ
の
庭
の
シ
ー
ン
（
図
７
）
の
他
、
主

屋
や
茶
室
な
ど
も
何
シ
ー
ン
か
登
場
し
て

い
ま
し
た
。

長
尾
欽
弥
と
よ
ね
の
ま
さ
に
夢
の
宴
と

も
い
う
べ
き
稀
有
な
人
生
を
紹
介
す
る
と

と
も
に
、
２
人
が
つ
く
っ
た
３
つ
の
邸
宅

の
庭
園
に
つ
い
て
、
扇
湖
山
荘
に
残
さ
れ

て
い
た
カ
ラ
ー
ス
ラ
イ
ド
を
中
心
に
解
説

を
試
み
ま
し
た
。
お
話
し
し
た
内
容
の
ほ

と
ん
ど
が
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
「
長
尾
資
料
館
」

に
掲
載
さ
れ
て
お
り
ま
す
。
ご
覧
い
た
だ

け
れ
ば
幸
い
で
す
。�（
長
尾
資
料
館
館
長
）

註
１
：「
仁
清
の
壺
」
は
、
江
戸
時
代
初
期
の
陶
工
野
々

村
仁
清
作
の
茶
壺
で
、
１
９
５
１
（
昭
和
26
）
年

６
月
９
日
、
国
宝
に
指
定
。
名
称
は
「
色
絵
藤

花
文
茶
壺（
い
ろ
え
ふ
じ
ば
な
も
ん
ち
ゃ
つ
ぼ
）」。

註
２
：
川
喜
田
半
泥
子
『
随
筆
泥
仏
堂
目
録
』、
講
談
社

文
芸
文
庫
、
２
０
０
７

註
３
：
村
田
光
義
『
海
鳴
り
』、
芦
書
房
、
２
０
１
１

註
４
：
２
０
０
４
（
平
成
16
）
年
、
日
本
庭
園
研
究
セ

ン
タ
ー
に
よ
り
調
査
が
行
わ
れ
た
。
調
査
結
果

『
隣
松
園
現
況
調
査
業
務
報
告
書
』
に
よ
れ
ば
茶

室
①
の
上
棟
幣
軸
に
は
「
数
寄
屋
師
木
村
清
兵

衛
、
手
伝
今
井
清
右
衛
門
」
の
名
が
あ
る
。

註
５
：
矢
ケ
崎
善
太
郎
、『
長
尾
欽
彌
別
邸
・
隣
松
園
の

茶
室
に
つ
い
て
：
数
寄
屋
師
木
村
清
兵
衛
の
研

究
（
2
）』
日
本
建
築
学
会
近
畿
支
部
研
究
報
告

集
・
計
画
系 

、
２
０
０
６・５

註
６
：「
太
閤
左
文
字
」
は
、
南
北
朝
時
代
、
初
代
左
文

字
の
も
っ
と
も
代
表
的
な
作
。
１
９
５
２
（
昭

和
27
）
年
11
月
22
日
、
国
宝
に
指
定
。
名
称
は

「
銘
左
（
め
い
さ
）
／
筑
州
住
（
ち
く
し
ゅ
う
じ

ゅ
う
）」。

註
7
：
大
正
か
ら
昭
和
期
の
刀
剣
学
者
。
古
刀
研
究
の

権
威
。
本
間
美
術
館
（
山
形
県
酒
田
市
）
の
初

代
館
長
。

註
8
：
大
正
か
ら
昭
和
初
期
に
か
け
て
活
動
し
た
日
本

の
実
業
家
。
本
名
は
松
本
松
蔵
。
書
画
・
骨
董

品
を
蒐
集
。

註
9
：
倉
田
春
一
著
『
経
済
第
一
線
』
大
鵬
書
房
、

１
９
３
５

註
10
：
根
津
美
術
館
創
設
者
の
根
津
嘉
一
郎
。

長
尾
よ
ね
が
購
入
し
、
後
に
国
宝
と

な
っ
た
骨
董
美
術
品
を
二
つ
紹
介
し

ま
す
。

一
つ
目
は
左
文
字
の
短
刀
、「
太
閤

左
文
字
（
註
６
）」
と
も
呼
ば
れ
て
い
ま
す
。

本
間
順
治
（
註
７
）
の
指
南
の
も
と
、
井
上

子
爵
家
の
売
立
会
で
購
入
し
ま
し
た
。

現
在
は
ふ
く
や
ま
美
術
館
所
蔵
で
す
。

二
つ
目
は
「
仁
清
の
壺
」
で
す
。
長

尾
家
の
美
術
品
の
中
で
も
逸
品
中
の
逸

品
で
す
。
こ
れ
を
見
る
た
め
に
多
く
の

人
が
長
尾
家
を
訪
れ
た
そ
う
で
す
。

１
９
３
３
（
昭
和
８
）
年
、
松
本
双

軒
（
註
８
）
遺
愛
品
の
売
立
会
で
購
入
し
ま

し
た
。
こ
の
壺
を
競
り
落
と
し
た
と
き

の
様
子
が
『
経
済
第
一
線
（
註
９
）』
と
い

う
本
に
書
か
れ
て
い
ま
す
。

世
間
的
に
あ
ま
り
名
が
聞
こ
え
て
い

な
い
一
売
薬
屋
本
舗
が
天
下
の
根
津
（
註

10
）
の
向
こ
う
に
立
っ
た
の
み
か
、
完
全

に
鼻
を
折
っ
て
凱
歌
を
上
げ
て
、
国
内

無
双
の
仁
清
の
逸
品
を
手
に
入
れ
た
の

で
、
一
般
好
事
家
に
君
が
容
易
な
る
富

豪
で
あ
る
こ
と
が
認
識
さ
れ
た
。

長
尾
家
衰
退
の
後
、「
仁
清
の
壺
」
は

ど
う
な
っ
た
か
と
い
う
と
、
世
界
救
世

教
教
祖
の
岡
田
茂
吉
が
手
に
い
れ
ま

し
た
。

古
美
術
収
集
家
と
し
て
も
知
ら
れ
て

い
た
茂
吉
は
他
人
の
所
蔵
品
を
あ
ま
り

褒
め
る
こ
と
は
な
く
、
美
術
館
を
巡
っ

て
は
酷
評
す
る
の
が
常
で
し
た
。
長
尾

美
術
館
を
訪
れ
た
時
の
こ
と
も
ガ
ラ
ク

タ
ば
か
り
と
書
い
て
い
ま
す
。
し
か
し
、

「
仁
清
の
壺
」
だ
け
は
大
い
に
気
に
入
っ

た
よ
う
で
絶
賛
し
て
い
ま
す
。

長
尾
家
が
傾
き
美
術
品
も
売
却
せ
ざ

る
を
得
な
い
状
況
に
陥
る
と
、
こ
の
「
仁

清
の
壺
」
は
茂
吉
に
話
が
行
き
ま
す
。

茂
吉
は
当
時
係
争
中
だ
っ
た
土
地
を
売

っ
て
念
願
の
「
仁
清
の
壺
」
を
手
に
入

れ
る
の
で
す
が
、
既
に
死
の
床
に
あ
り
、

亡
く
な
る
前
の
３
日
間
枕
元
に
こ
の
壺

を
置
い
て
い
た
そ
う
で
す
。

現
在
、「
仁
清
の
壺
」
は
熱
海
の
Ｍ
Ｏ

Ａ
美
術
館
に
所
蔵
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ

の
美
術
館
は
、
高
台
に
あ
り
大
変
景
色

の
い
い
と
こ
ろ
で
す
。
下
の
エ
ン
ト
ラ

ン
ス
か
ら
エ
ス
カ
レ
ー
タ
ー
で
上
が
っ

て
い
く
よ
う
に
な
っ
て
い
て
、
一
番
上

に
展
示
室
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
展
示
室

の
最
初
の
コ
ー
ナ
ー
に
こ
の
壺
が
置
か

れ
て
い
ま
す
。

解
説
に
は
、
入
手
の
い
き
さ
つ
は
全

く
書
か
れ
て
い
ま
せ
ん
が
、
こ
ぼ
れ
話

と
し
て
心
に
留
め
て
み
る
と
少
し
は
感

慨
が
あ
ろ
う
か
と
思
い
ま
す
。
ぜ
ひ
一

度
行
か
れ
て
ご
覧
く
だ
さ
い
。
こ
の
壺

は
と
も
か
く
素
晴
ら
し
い
美
術
館
だ
と

思
い
ま
す
。

こぼれ話………………………………………………………� 長尾家ゆかりの国宝

図7	 裏千家所有の頃の隣松園を
	 使用　写真⑩と同アングル
	 （「利休」DVDより）

色絵藤花文茶壺　仁清作　長尾美術館蔵
（『国宝図録第一集』、文化財協会、1952より）
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第
14
回　

庭
園
技
術
連
続
基
礎
講
座

庭
に
向
か
う
私
の
姿
勢

第
1
回『
愛
知
の
庭
を
知
る
こ
と
　
自
分
の
好
み
の
庭
を
知
る
こ
と
』

�

高た
か
み見 

紀の
り
お雄

�

2
0
2
3（
令
和
5
）年
5
月
28
日（
日
）オ
ン
ラ
イ
ン

は
じ
め
に

タ
イ
ト
ル
に
「
愛
知
県
の
庭
」
を
入
れ

た
の
は
、
自
分
が
住
ん
で
い
る
県
や
地
方

な
ど
身
近
に
あ
る
庭
を
知
る
こ
と
が
大
事

だ
と
思
う
か
ら
で
す
。

実
は
、
こ
れ
は
受
け
売
り
で
し
て
、
２

０
０
９
（
平
成
21
）
年
に
愛
知
県
支
部
が

発
足
す
る
際
に
、
龍
居
竹
之
介
先
生
（
当

時
会
長
）
か
ら
い
た
だ
い
た
言
葉
で
す
。

そ
の
頃
の
僕
は
庭
を
つ
く
り
は
じ
め
て
10

年
ぐ
ら
い
で
、
周
り
ば
か
り
が
気
に
な
っ

て
い
ま
し
た
。
周
り
の
人
が
ど
う
い
う
庭

を
つ
く
る
の
だ
ろ
う
か
と
か
、
い
ろ
い
ろ

な
雑
誌
を
見
て
憧
れ
て
真
似
を
す
る
な
ど

模
索
し
て
い
る
頃
で
、
龍
居
先
生
か
ら「
ま

ず
、
愛
知
県
の
庭
を
知
り
な
さ
い
」
と
い

う
言
葉
を
い
た
だ
き
、
す
ご
く
刺
さ
り
ま

し
た
。

そ
の
当
時
、
静
岡
の
鈴
木
直
衛
氏
や
河

西
力
氏
、
兵
庫
の
大
北
望
氏
な
ど
偉
大
な

巨
匠
た
ち
の
庭
に
憧
れ
て
い
て
、
自
分
の

周
り
に
あ
る
愛
知
県
の
庭
に
対
し
て
あ
ま

り
興
味
が
な
く
、
深
く
知
ら
な
か
っ
た
の

で
す
。

龍
居
先
生
の
言
葉
に
よ
っ
て
、
一
番
必

要
な
の
は
、
自
分
の
立
ち
位
置
で
あ
り
、

自
分
が
住
ん
で
い
る
と
こ
ろ
に
自
分
が
ど

う
い
う
ふ
う
に
根
を
張
っ
て
い
く
の
か
を

知
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
こ
と
に
気
づ
か

さ
れ
ま
し
た
。

確
か
に
名
の
知
ら
れ
た
雑
誌
に
取
り
上

げ
ら
れ
た
い
と
か
、
有
名
に
な
り
た
い
と

か
、
若
い
と
き
な
ら
当
然
そ
う
い
う
気
持

ち
は
あ
る
と
思
い
ま
す
が
、
実
は
、
本
来

庭
の
あ
り
方
は
自
分
の
周
り
、
自
分
の
身

近
な
と
こ
ろ
か
ら
少
し
ず
つ
変
え
て
い
く

こ
と
に
よ
っ
て
、
文
化
と
い
う
も
の
が
広

が
っ
て
い
く
の
だ
な
と
思
っ
た
の
で
す
。

し
か
し
、
愛
知
県
の
気
候
は
高
温
多
湿

で
、
こ
こ
で
は
育
た
な
い
樹
木
や
植
物
が

あ
り
ま
す
。
地
域
の
風
土
に
も
目
を
向
け

て
、
形
ば
か
り
で
は
な
く
て
、
こ
の
地
域

を
知
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
本
質
的
な
庭
の

あ
り
方
を
感
じ
て
い
き
た
い
と
思
う
よ
う

に
な
り
ま
し
た
。

今
日
は
、
ま
ず
自
分
が
な
ぜ
今
の
立
ち

位
置
に
い
る
の
か
を
説
明
し
て
、
僕
が
つ

く
る
庭
の
作
風
に
つ
い
て
話
し
た
い
と
思

い
ま
す
。

映
画
美
術
ス
タ
ッ
フ
時
代

正
直
言
う
と
、
高
校
生
ぐ
ら
い
ま
で
植

物
に
は
全
く
興
味
が
な
く
、
ど
ち
ら
か
と

い
う
と
、
映
画
に
興
味
を
持
ち
、
映
画
監

督
に
な
り
た
い
と
い
う
夢
を
抱
き
、
東
京

デ
ザ
イ
ナ
ー
学
院
に
進
学
し
ま
し
た
。
卒

業
後
、
名
古
屋
市
の
山
崎
デ
ザ
イ
ン
と
い

う
会
社
に
コ
ピ
ー
ラ
イ
タ
ー
と
し
て
１
年

半
ほ
ど
勤
務
し
ま
し
た
。

そ
の
頃
、
映
画
に
関
す
る
サ
ロ
ン
的
な

シ
ネ
マ
ス
コ
ー
レ
や
シ
ネ
マ
テ
ー
ク
な
ど

と
い
っ
た
映
画
館
に
頻
繁
に
通
っ
て
い
ま

し
た
。
そ
こ
で
「
ロ
ビ
ン
ソ
ン
の
庭
」
と

い
う
映
画
を
見
て
衝
撃
を
受
け
ま
し
た
。

そ
の
映
画
の
監
督
で
あ
る
山
本
政
志
氏
と

交
流
を
持
ち
た
い
と
思
い
、
そ
の
映
画
を

上
映
す
る
映
画
祭
の
企
画
を
立
て
、
実
施

し
た
こ
と
に
よ
り
、
山
本
監
督
と
お
会
い

す
る
こ
と
と
な
り
、
さ
ら
に
感
銘
を
受
け

ま
し
た
。

そ
の
よ
う
に
映
画
に
憧
れ
て
い
た
20
歳

前
後
の
頃
、
憧
れ
の
山
本
監
督
が
粘
菌
学

者
の
南
方
熊
楠
の
映
画
を
撮
影
す
る
と
知

っ
た
と
き
に
、
ど
う
し
て
も
山
本
監
督
に

つ
き
た
い
と
思
い
ス
タ
ッ
フ
に
な
り
ま
し

た
。
自
分
は
、
美
術
系
の
学
校
に
い
た
こ

と
で
絵
が
描
け
ま
し
た
の
で
美
術
監
督
の

下
に
つ
き
ま
し
た
。
そ
れ
が
林
田
裕
至
氏

で
、
こ
の
出
会
い
も
私
の
人
生
に
す
ご
く

影
響
を
与
え
て
く
れ
ま
し
た
。

そ
の
映
画
は
熊
楠
が
生
ま
れ
育
っ
た

町
、
和
歌
山
県
田
辺
市
で
撮
影
さ
れ
ま
し

た
。
熊
楠
の
生
家
を
オ
ー
プ
ン
セ
ッ
ト
に

し
て
、
実
際
に
熊
楠
が
粘
菌
の
勉
強
を
し

た
部
屋
を
再
現
し
て
、
昼
夜
問
わ
ず
撮
影

し
ま
し
た
。

印
象
に
あ
る
の
が
、
雨
が
降
る
深
夜
に

河
原
へ
行
き
雑
草
を
掘
っ
て
、
そ
れ
を
朝

方
植
え
る
と
い
う
シ
ー
ン
で
す
。
草
と
い

高
見 

紀
雄 

プ
ロ
フィ
ー
ル�
�

１
９
６
９
年
、愛
知
県
刈
谷

市
生
ま
れ
。20
代
前
半
、デ
ザ

イ
ン
会
社
を
経
て
、映
画
美
術

に
携
わ
る
。映
画「
熊
楠
」で

美
術
監
督
林
田
裕
至
氏（
シ

ン・ゴ
ジ
ラ
、シ
ン・ウ
ル
ト
ラ
マ
ン
な
ど
、日
本
ア
カ
デ

ミ
ー
最
優
秀
美
術
賞
）に
師
事
。和
歌
山
県
熊
野
で
の

撮
影
で
植
物
に
触
れ
て
導
か
れ
る
よ
う
に
造
園
の
世

界
に
入
る
。刈
谷
市
の
造
園
会
社
で
修
業
の
後
、２
０

０
１
年
、高
見
庭
苑
と
し
て
独
立
。現
在
に
至
る
。あ
い

ち
花
フ
ェ
ス
タ
実
行
委
員
会
。米
・
ジ
ャ
ク
ソ
ン
パ
ー
ク

修
復
工
事
参
加
。２
０
１
１
年
か
ら
愛
知
県
支
部
長
。



G S J  N e w s  N o . 1 1 4 　 2 0 2 3 . 1 0 . 1 5 − 1 1 −

う
の
は
移
植
す
る
と
す
ぐ
し
お
れ
て
し
ま

う
も
の
で
す
か
ら
、
河
原
で
掘
っ
た
ら
す

ぐ
に
植
付
け
ま
す
。
撮
影
部
隊
が
来
る
朝

８
時
頃
、
雨
が
ち
ょ
う
ど
上
が
り
、
朝
露

の
中
、
植
物
と
雨
と
光
の
映
像
を
綺
麗
な

舞
台
セ
ッ
ト
で
撮
影
し
ま
し
た
。
そ
の
時

の
演
出
で
は
、
熊
楠
の
生
家
に
木
を
持
っ

て
き
て
実
際
に
植
え
る
の
で
す
が
、
掘
っ

て
植
え
て
掘
っ
て
植
え
て
を
繰
り
返
す
よ

う
な
仕
事
を
し
て
い
ま
し
た
。
熊
野
の
原

生
林
で
撮
る
シ
ー
ン
が
何
度
か
あ
っ
て
、

実
際
の
川
の
流
れ
や
石
、
熊
野
の
山
中
な

ど
か
ら
す
ご
い
大
自
然
を
感
じ
な
が
ら
撮

影
を
し
て
い
き
、
だ
ん
だ
ん
と
熊
野
の
森

に
魅
了
さ
れ
て
い
き
ま
し
た
。

中
で
も
一
番
印
象
的
な
出
来
事
が
あ
り

ま
し
た
。
熊
野
の
山
中
、
台
風
で
倒
れ
た

ス
ギ
に
よ
っ
て
祠
が
破
壊
さ
れ
る
と
い
う

オ
ー
プ
ニ
ン
グ
シ
ー
ン
の
撮
影
の
時
の
こ

と
で
す
。
撮
影
用
の
仮
設
の
祠
を
建
設

し
、
高
さ
30
ｍ
ぐ
ら
い
の
ス
ギ
を
実
際
に

切
り
倒
し
、
そ
の
木
が
祠
を
壊
し
て
い
く

と
い
う
シ
ー
ン
で
し
た
。
と
こ
ろ
が
伐
り

倒
し
た
木
が
上
手
い
こ
と
祠
を
よ
け
て
い

く
の
で
す
。
２
本
伐
り
ま
し
た
が
、
２
本

と
も
祠
を
よ
け
て
倒
れ
る
の
で
す
。
プ
ロ

の
山
師
も
、
こ
ん
な
こ
と
は
絶
対
な
い
と

言
っ
て
い
ま
し
た
。
熊
野
の
神
が
宿
っ
て

し
ま
っ
た
と
し
か
思
え
ま
せ
ん
。
こ
れ
は

何
本
伐
っ
て
も
よ
け
て
い
く
だ
ろ
う
と
い

う
こ
と
で
、
撮
影
は
ス
ト
ッ
プ
し
ま
し
た
。

そ
の
当
時
は
ま
だ
庭
の
こ
と
が
分
か
っ
て

い
な
か
っ
た
の
で
す
が
、
そ
う
い
う
神
秘

的
な
森
と
い
う
か
生
命
と
い
う
か
、
森
と

自
然
の
神
秘
性
に
触
れ
ま
し
た
。
そ
の
感

覚
は
地
元
に
戻
っ
て
か
ら
も
ず
っ
と
抜
け

ま
せ
ん
で
し
た
。

結
局
、
映
画
「
熊
楠

‒K
U
M
A
GU
SU

」

は
、
資
金
難
で
中
断
し
ま
し
た
。
中
断
し

て
い
る
間
、
刈
谷
市
に
戻
り
、
も
う
少
し

植
物
や
木
を
植
え
る
こ
と
を
学
ん
で
お
こ

う
と
地
元
の
造
園
会
社
に
入
り
ま
し
た
。

撮
影
が
再
開
す
る
の
を
待
ち
焦
が
れ
て
い

た
の
で
す
が
、
結
局
撮
影
は
再
開
さ
れ
ま

せ
ん
で
し
た
。
そ
の
ま
ま
こ
の
業
界
に
入

っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
逆
に
言
う
と
造
園

の
魅
力
に
だ
ん
だ
ん
と
取
り
憑
か
れ
て
、

熊
野
で
感
じ
た
生
命
、
森
、
神
秘
性
な
ど

の
想
い
が
、
こ
の
造
園
の
世
界
で
生
か
せ

る
の
で
は
な
い
か
と
、
徐
々
に
導
か
れ
て

現
在
に
至
っ
て
い
ま
す
。

そ
れ
か
ら
約
30
年
ぶ
り
に
映
画
の
製
作

に
復
帰
し
ま
し
た
。
山
本
監
督
か
ら
請
わ

れ
、
２
０
１
９
（
令
和
元
）
年
に
『
脳
天

パ
ラ
ダ
イ
ス
』
で
映
画
の
世
界
に
戻
り
ま

し
た
。
エ
ン
ド
タ
イ
ト
ル
に
も
「
庭
師
高

見
紀
雄
」
と
し
て
載
っ
て
い
ま
す
。
多
分

庭
師
と
し
て
エ
ン
ド
ク
レ
ジ
ッ
ト
で
載
っ

た
の
は
初
め
て
だ
と
思
い
ま
す
。

そ
の
映
画
の
主
役
は
い
と
う
せ
い
こ
う

氏
で
し
た
。
い
と
う
氏
は
、
以
前
か
ら
ボ

タ
ニ
カ
ル
と
か
プ
ラ
ン
ツ
に
精
通
し
て
い

て
、「
ベ
ラ
ン
ダ
ー
」
と
い
う
名
称
で
も
有

名
に
な
っ
て
い
る
よ
う
に
、
ベ
ラ
ン
ダ
で

植
物
を
育
て
て
い
ま
し
た
。

ち
ょ
う
ど
僕
が
会
っ
た
頃
は
「
ル
ー
マ

ー
（
室
内
園
芸
）」
と
言
っ
て
、
植
物
を
室

内
に
入
れ
て
い
こ
う
と
い
う
動
き
を
し
て

い
て
、
大
変
共
感
し
ま
し
た
。
そ
し
て
、

こ
れ
か
ら
の
ボ
タ
ニ
カ
ル
の
あ
り
方
に
対

す
る
イ
ベ
ン
ト
を
や
り
ま
し
ょ
う
と
い
う

こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
２
０
２
０
（
令
和

２
）
年
、
名
古
屋
で
、
吉
谷
桂
子
氏
を
加

え
た
３
人
で
「
ナ
チ
ュ
ラ
リ
ス
テ
ィ
ッ
ク
」

に
つ
い
て
の
ト
ー
ク
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
す

る
予
定
で
し
た
が
、
残
念
な
こ
と
に
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
流
行
に
よ
り

中
止
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

作
庭
・
作
風
の
ル
ー
ツ

次
に
、
ど
の
よ
う
に
し
て
今
の
自
分
が

在
る
の
か
と
い
う
作
風
の
ル
ー
ツ
を
お
話

し
し
ま
す
。

一
番
の
き
っ
か
け
に

な
っ
た
の
は
２
０
０
４

（
平
成
16
）年
に
名
古
屋

市
栄
の
久
屋
大
通
り
公

園
で
行
わ
れ
た
「
12
人

の
庭
」
と
い
う
ガ
ー
デ

ン
シ
ョ
ー
に
参
加
し
た

こ
と
で
す
。

普
段
の
作
庭
は
お
施

主
さ
ん
の
い
る
仕
事
で

す
の
で
、
自
分
が
本
当
に
や
り
た
い
こ
と

は
で
き
な
い
の
が
本
来
で
す
。
ガ
ー
デ
ン

シ
ョ
ー
で
は
自
分
の
好
き
な
よ
う
に
つ
く

れ
ま
す
の
で
、
自
分
好
み
の
庭
と
は
な
ん

だ
ろ
う
と
い
う
こ
と
を
考
え
て
作
庭
し
ま

し
た
。

そ
の
時
、
以
前
か
ら
鉄
の
素
材
に
す
ご

く
憧
れ
て
い
た
こ
と
か
ら
、「
鉄
」
が
自
分

の
中
の
ル
ー
ツ
に
あ
る
と
気
づ
き
ま
し

た
。
当
時
、
ア
イ
ア
ン
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
の

樫
森
隆
夫
氏
に
出
会
っ
た
こ
と
で
、
鉄
の

素
材
の
良
さ
や
可
能
性
に
す
ご
く
刺
激
を

受
け
ま
し
た
。
そ
こ
で
鉄
を
使
っ
て
制
作

し
た
庭
を
ガ
ー
デ
ン
シ
ョ
ー
「
12
人
の
庭
」

で
発
表
し
ま
し
た
。

「
12
人
の
庭
」
・
鉄
の
ゲ
ー
ト
（
図
１
）

ぐ
に
ゃ
ぐ
に
ゃ
と
し
て
い
る
の
が
鉄
で

で
き
た
ゲ
ー
ト
で
す
。
こ
れ
は
全
て
鉄
の

棒
で
す
。
鉄
棒
を
熱
し
、
叩
き
な
が
ら
、

図1	 鉄のゲート　ガーデンショー「12人の庭」
	 パンフレットより
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曲
げ
、
溶
接
し
て
い
く
、
す
べ
て
手
作
業

で
形
づ
く
っ
て
い
き
ま
す
。
鉄
の
中
に
ス

テ
ン
ド
グ
ラ
ス
を
は
め
込
ん
で
い
ま
す
。

自
分
の
デ
ザ
イ
ン
画
を
も
と
に
ク
ラ
フ
ト

系
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
に
つ
く
っ
て
も
ら
い
ま

し
た
。
お
そ
ら
く
、
こ
の
よ
う
な
ゲ
ー
ト

は
世
の
中
に
は
な
い
だ
ろ
う
と
思
っ
て
い

ま
す
。

錆
び
な
い
よ
う
に
塗
装
は
ど
う
し
た
ら

い
い
の
か
を
考
え
ま
し
た
。
黒
だ
と
当
た

り
前
す
ぎ
る
と
い
う
こ
と
で
、
亜
鉛
98
％

の
亜
鉛
ロ
―
バ
ル
と
い
う
塗
装
に
し
ま
し

た
。
初
め
て
「
鉄
」
に
触
れ
た
作
品
で
、

そ
の
後
も
「
鉄
」
を
使
っ
て
い
く
こ
と
に

な
り
ま
し
た
。

格
子
の
オ
ブ
ジ
ェ
（
図
２
）

自
分
の
個
性
が
出
た
の
が
こ
の
鉄
の
格

子
状
の
オ
ブ
ジ
ェ
で
す
。
無
垢
の
鉄
を
曲

げ
て
ア
ー
ル
状
に
し
ま
し
た
。
今
で
は
鉄

の
メ
ッ
シ
ュ
状
の
蛇
籠
風
の
も
の
が
盛
ん

に
使
わ
れ
て
い
ま
す
が
、
そ
れ
ら
が
海
外

か
ら
輸
入
さ
れ
る
前
に
発
表
し
て
い
ま
す
。

こ
れ
は
、
今
か
ら
18
年
ぐ
ら
い
前
の
作

品
で
、
当
時
、「
ガ
ビ
オ
ン
」
の
よ
う
な
も

の
は
既
に
認
知
さ
れ
て
お
り
、
多
分
こ
う

い
う
時
代
が
来
る
だ
ろ
う
な
と
い
う
の
は

予
想
し
て
い
た
の
で
、
先
を
行
く
た
め
に

こ
の
よ
う
な
鉄
の
格
子
を
つ
く
り
、
そ
れ

に
砕
石
を
詰
め
ま
し
た
。

当
時
、
鉄
を
ふ
ん
だ
ん
に
使
う
と
い
う

の
も
珍
し
く
、
有
機
的
な
樹
木
と
鉄
と
の

融
合
が
相
ま
っ
て
、
通
り
が
か
り
の
人
に

は
結
構
好
評
で
し
た
。
僕
の
庭
の
人
生
を

大
き
く
変
え
た
庭
で
も
あ
り
ま
す
。

鉄
の
格
子
に
砕
石
を
詰
め
込
ん
だ
デ
ザ

イ
ン
を
知
っ
た
の
は
ス
イ
ス
出
身
の
ヘ
ル

ツ
ォ
ー
ク
&
ド
・
ム
ー
ロ
ン
と
い
う
建
築

家
ユ
ニ
ッ
ト
に
よ
る
ア
メ
リ
カ
・
カ
リ
フ

ォ
ル
ニ
ア
州
の
ド
ミ
ナ
ス
・
ワ
イ
ナ
リ
ー

（
１
９
９
７
）
と
い
う
建
築
で
す
。

僕
が
鉄
を
好
む
よ
う
に
な
っ
た
の
は
、

育
っ
た
環
境
に
ル
ー
ツ
が
あ
り
ま
す
。
僕

の
住
む
愛
知
県
刈
谷
市
は
、
ト
ヨ
タ
系
の

本
社
が
多
く
、
元
々
は
紡
織
、
基
本
は
織

機
で
す
が
、
そ
う
い
っ
た
工
場
の
多
い
土

地
で
、
し
か
も
僕
が
育
っ
た
中
山
町
と
い

う
の
は
準
工
業
地
帯
で
周
り
に
木
材
加
工

工
場
、
紡
績
工
場
、
製
陶
場
や
製
陶
場
の

廃
材
置
き
場
が
あ
り
、
そ
う
い
う
地
域
の

長
屋
で
育
ち
ま
し
た
。
長
屋
の
裏
に
行
く

と
鉄
く
ず
だ
と
か
真
空
管
の
廃
材
と
か
が

転
が
っ
て
い
て
、
階
段
な
ど
の
鉄
部
は
錆

び
て
い
た
り
、
朽
ち
て
い
た
り
と
、
そ
う

い
う
風
景
を
見
て
育
ち
ま
し
た
。

庭
の
作
風
に
は
幼
少
期
に
見
た
心
象
風

景
と
か
、
原
風
景
が
影
響
す
る
と
い
わ
れ

ま
す
。
ま
さ
に
僕
も
子
供
の
と
き
に
育
っ

た
環
境
で
見
た
原
風
景
が
自
分
の
作
風
の

ル
ー
ツ
な
の
だ
ろ
う
と
思
い
ま
す
。

そ
れ
で
錆
び
た
鉄
骨
と
か
に
ツ
ル
植
物

が
巻
き
付
い
て
い
る
も
の
に
す
ご
い
生
命

力
を
感
じ
て
し
ま
い
ま
す
。
そ
う
い
う
も

の
が
心
に
残
っ
て
い
て
、
そ
れ
を
庭
で
表

現
で
き
な
い
か
な
ぁ
と
思
っ
て
い
ま
す
。

そ
れ
が
ガ
ー
デ
ン
シ
ョ
ー
で
初
め
て
発
表

し
た
鉄
の
作
品
に
繋
が
っ
て
い
ま
す
。

そ
の
頃
、
鉄
の
錆
に
も
憧
れ
て
い
ま
し

た
が
、
錆
の
作
品
と
い
う
の
は
ま
ず
な
く

て
、
お
客
さ
ん
に
も
錆
び
る
も
の
を
す
す

め
る
こ
と
に
対
し
て
抵
抗
感
が
あ
り
ま
し

た
。
そ
こ
で
、
ま
ず
自
邸
で
錆
の
も
の
を

試
し
て
み
よ
う
と
、
２
０
０
３
（
平
成
15
）

年
、
自
分
の
家
の
ポ
ス
ト
と
門
柱
を
錆
鉄

で
つ
く
り
ま
し
た
。

錆
鉄
の
門
柱
（
図
３
）

こ
れ
は
コ
ー
ル
テ
ン
鋼
を
使
っ
て
い
ま

す
。
コ
ー
ル
テ
ン
鋼
は
、
錆
び
て
も
無
垢

の
鉄
よ
り
も
少
し
強
度
が
高
い
こ
と
が
わ

か
っ
て
い
ま
し
た
。
そ
こ
で
、
コ
ー
ル
テ

ン
鋼
に
「
サ
ビ

-

Ｘ
」
と
い
う
錆
発
生
促

進
剤
を
吹
き
か
け
て
錆
び
さ
せ
て
い
ま

す
。
最
初
は
汚
い
錆
で
す
が
、
だ
ん
だ
ん

と
赤
錆
か
ら
黒
錆
に
変
化
し
て
い
き
ま

す
。
黒
錆
ま
で
行
く
と
、
ほ
と
ん
ど
錆
び

て
行
か
な
く
な
り
ま
す
。
そ
の
錆
と
い
う

コ
ー
テ
ィ
ン
グ
に
よ
っ
て
、
そ
の
鉄
は
も

図2	 格子のオブジェ　ガーデンショー「12人の庭」
	 パンフレットより

図3	 錆鉄の門柱　2018.11.30
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う
永
久
に
そ
の
ま
ま
朽
ち
ま
せ
ん
。
本
当

に
錆
を
出
す
ま
で
に
は
、
長
い
時
間
、
門

柱
で
す
と
１
年
半
ぐ
ら
い
か
か
り
ま
す
が
、

い
い
錆
が
出
て
か
ら
は
触
っ
て
も
手
に
錆

が
つ
く
こ
と
は
な
く
、
朽
ち
て
い
き
ま
せ

ん
。
こ
の
事
例
は
、
20
年
ほ
ど
経
っ
て
い

ま
す
が
、
ノ
ー
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
で
す
。

鉄
の
パ
ー
ゴ
ラ
（
図
４
・
５
）

２
０
０
５
（
平
成
17
）
年
に
つ
く
っ
た

鉄
の
パ
ー
ゴ
ラ
で
す
（
図
４
）。
こ
れ
も
自

分
の
人
生
を
変
え
た
庭
の
一
つ
で
す
。

２
つ
の
鉄
製
の
パ
ー
ゴ
ラ
を
狭
い
空
間

に
向
か
い
合
っ
て
据
え
て
い
ま
す
。
こ
の

状
態
で
見
る
と
オ
ブ
ジ
ェ
の
よ
う
な
、
イ

ン
ス
タ
レ
ー
シ
ョ
ン
的
な
感
じ
に
映
る
の

で
す
が
、
そ
れ
が
20
年
経
つ
と
、
こ
う
い

う
緑
に
囲
ま
れ
た
有
機
的
な
空
間
（
図
５
）

に
な
り
ま
し
た
。

デ
ッ
キ
か
ら
降
り
る
と
石
の
テ
ラ
ス
が

あ
り
、
狭
い
空
間
で
す
が
回
遊
式
に
な
っ

て
い
ま
す
。
こ
の
パ
ー
ゴ
ラ
に
は
屋
根
が

か
か
っ
て
い
て
目
隠
し
の
板
が
随
所
に
つ

い
て
い
ま
す
。
で
す
か
ら
室
内
か
ら
の
景

色
も
、
こ
の
鉄
板
に
よ
っ
て
隠
し
た
い
と

こ
ろ
だ
け
隠
し
て
い
ま
す
。
隣
家
の
窓
を

隠
す
と
い
う
機
能
性
を
帯
び
た
デ
ザ
イ
ン

に
な
っ
て
い
ま
す
。

通
常
こ
う
い
う
も
の
は
デ
ザ
イ
ン
重
視

と
思
わ
れ
が
ち
で
す
が
、
デ
ザ
イ
ン
と
い

う
の
は
、
機
能
が
先
だ
と
思
っ
て
い
ま

す
。
機
能
が
先
に
あ
る
か
ら
こ
そ
、
そ
れ

に
見
合
っ
た
デ
ザ
イ
ン
を
考
え
て
い
く
の

で
あ
っ
て
、
デ
ザ
イ
ン
あ
り
き
と
い
う
こ

と
は
ま
ず
な
い
だ
ろ
う
な
と
思
っ
て
い
ま

す
。こ

こ
で
、
ぜ
ひ
お
話
し
し
た
い
ス
ト
ー

リ
ー
が
あ
り
ま
す
。
つ
く
っ
た
当
時
、
小

学
校
低
学
年
と
幼
稚
園
の
お
子
さ
ん
が
２

人
い
ま
し
た
が
、
僕
は
ど
ち
ら
か
と
い
う

と
、
大
人
が
楽
し
む
庭
と
い
う
か
、
狭
い

空
間
に
い
か
に
人
が
入
れ
る
か
と
い
う
こ

と
を
コ
ン
セ
プ
ト
と
し
て
つ
く
り
ま
し
た
。

お
施
主
さ
ん
は
、
四
角
い
鉄
の
パ
ー
ゴ

ラ
が
２
つ
あ
る
デ
ザ
イ
ン
に
、
最
初
は
び

っ
く
り
し
た
ら
し
い
の
で
す
が
、
琴
線
に

触
れ
た
と
言
っ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
要

す
る
に
、
何
が
で
き
る
か
わ
か
ら
な
い
け

れ
ど
、
何
か
自
分
の
中
で
「
ざ
わ
っ
」
と

し
て
、
面
白
い
な
と
思
っ
た
と
い
う
の
で

す
。
そ
の
よ
う
に
言
っ
て
い
た
だ
く
こ
と

は
提
案
す
る
側
に
と
っ
て
一
番
嬉
し
い
こ

と
で
、
何
か
わ
か
ら
な
い
も
の
を
、
い
い

な
と
感
じ
て
も
ら
え
る
と
い
う
の
は
本
当

に
喜
ば
し
い
こ
と
で
す
。

さ
ら
に
そ
の
後
で
す
が
、
お
子
さ
ん
た

ち
が
中
学
生
ぐ
ら
い
だ
っ
た
頃
、
朝
起
き

た
ら
、
ま
ず
真
っ
先
に
こ
の
庭
に
出
て
い

き
、
歯
磨
き
を
す
る
と
い
う
の
で
す
。
夏

場
に
は
、
日
陰
が
で
き
る
午
前
中
は
右
の

パ
ー
ゴ
ラ
の
ベ
ン
チ
で
読
書
し
て
、
光
が

変
わ
る
午
後
に
な
る
と
左
の
パ
ー
ゴ
ラ
の

デ
ッ
キ
で
寝
転
び
な
が
ら
漫
画
や
本
を
読

ん
だ
り
す
る
。
子
ど
も
た
ち
の
生
活
空
間

が
部
屋
の
中
だ
け
で
は
な
く
、
外
に
ま
で

広
が
っ
て
い
る
と
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

そ
の
先
の
ス
ト
ー
リ
ー
も
あ
り
ま
す
。

下
の
娘
さ
ん
が
、
中
学
生
に
な
っ
て
生
徒

会
の
会
長
に
立
候
補
し
た
時
に
、「
学
校
に

緑
を
増
や
し
た
い
」
を
公
約
に
挙
げ
た
と

聞
き
ま
し
た
。
そ
の
理
由
は
、「
こ
の
庭
に

い
る
と
緑
が
自
分
を
癒
し
て
く
れ
る
。
学

校
に
も
こ
う
い
う
空
間
が
欲
し
い
」
と
い

う
こ
と
で
し
た
。

一
方
、
大
学
生
に
な
っ
た
お
兄
さ
ん
は
、

「
こ
の
庭
が
あ
っ
た
か
ら
こ
の
大
学
に
入
れ

ま
し
た
」
と
言
っ
て
く
れ
た
の
で
す
。
な

ぜ
か
と
い
う
と
、「
本
は
そ
ん
な
に
好
き
じ

ゃ
な
か
っ
た
け
れ
ど
、
庭
の
ベ
ン
チ
で
本

を
読
む
の
が
好
き
に
な
っ
て
か
ら
、
国
語

の
授
業
が
聞
け
る
よ
う
に
な
っ
た
」
と
か
。

そ
の
話
を
聞
い
て
、
僕
は
そ
こ
ま
で
の
ス

ト
ー
リ
ー
は
考
え
て
い
な
か
っ
た
の
で
す

が
、
庭
と
い
う
の
は
住
む
人
た
ち
の
生
活

や
人
生
ま
で
変
え
て
い
く
力
が
あ
る
の
だ

と
実
感
し
、
感
動
し
ま
し
た
。
そ
こ
ま
で

住
む
人
の
ス
ト
ー
リ
ー
を
考
え
て
、
想
像

し
て
つ
く
っ
て
い
く
よ
う
に
デ
ザ
イ
ン
を

持
っ
て
い
か
な
け
れ
ば
い
け
な
い
の
だ
と

改
め
て
感
じ
さ
せ
ら
れ
た
庭
で
す
。

錆
鉄
の
パ
ー
ゴ
ラ
（
図
６
・
７
）

こ
れ
は
２
０
０
８
（
平
成
20
）
年
に
、

名
古
屋
市
に
つ
く
っ
た
錆
鉄
の
パ
ー
ゴ
ラ

で
す
。
こ
こ
は
道
路
に
面
し
て
い
ま
す
の

で
、
通
り
す
が
り
の
人
が
触
っ
て
汚
れ
た

と
い
う
ク
レ
ー
ム
が
お
施
主
さ
ん
に
き
て

は
い
け
な
い
な
と
い
う
こ
と
で
、
本
来
は

本
当
の
錆
が
良
か
っ
た
の
で
す
が
、
錆
に

見
立
て
て
錆
塗
装
と
し
た
作
品
で
す
。

大
き
な
鉄
板
で
大
人
の
目
線
を
隠
し
て

い
ま
す
。
当
時
、
施
主
さ
ん
の
２
人
の
娘

図4	 鉄のパーゴラ（施工中）　2011.7.9

図5	 鉄のパーゴラ　2021.5.30
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さ
ん
が
ま
だ
小
学
校
に
入
っ
た
ば
か
り
で

近
所
の
子
が
遊
び
に
来
て
い
ま
し
た
。
子

ど
も
た
ち
は
玄
関
か
ら
入
ら
ず
庭
か
ら
入

っ
て
く
る
の
で
、
道
路
に
面
し
て
い
て
危

な
い
と
い
う
こ
と
で
、
子
ど
も
の
目
線
だ

け
は
空
け
て
お
い
て
あ
げ
よ
う
と
ス
リ
ッ

ト
を
設
け
て
い
ま
す
。

実
際
に
見
る
と
、
ス
リ
ッ
ト
の
間
か
ら

見
え
る
景
色
も
意
外
と
面
白
く
て
、
用
途

の
た
め
に
空
け
た
の
で
す
が
、
庭
の
効
果

と
し
て
も
奥
行
き
が
感
じ
ら
れ
、
通
り
か

か
る
人
が
ち
ら
っ
と
見
て
も
面
白
く
、
中

に
何
が
あ
る
の
だ
ろ
う
と
想
像
が
で
き
る

よ
う
な
庭
に
な
っ
て
い
ま
す
。

敷
地
内
に
あ
る
ベ
ン
チ
は
、
近
所
の
子

ど
も
が
遊
び
に
来
る
と
、
こ
こ
で
待
ち
合

わ
せ
を
し
な
が
ら
ゲ
ー
ム
を
し
て
い
る
そ

う
で
す
。
子
ど
も
た
ち
の
待
合
で
す
。
コ

ン
セ
プ
チ
ュ
ア
ル
で
面
白
い
庭
で
し
た
。�

�

石
積
の
門
柱
（
図
８
）

こ
の
庭
は
昔
な
が
ら
の
コ
ン
ク
リ
ー
ト

造
の
古
い
お
宅
で
モ
ミ
ジ
の
あ
る
和
風
の

庭
を
リ
フ
ォ
ー
ム
し
ま
し
た
。
奥
様
の
趣

味
で
主
庭
は
バ
ラ
の
庭
に
変
え
ま
し
た

が
、
シ
ン
ボ
リ
ッ
ク
な
も
の
を
と
い
う
こ

と
で
、
門
柱
に
石
を
積
む
こ
と
に
し
ま
し

た
。
高
さ
は
約
１
・
６
ｍ
で
、
僕
は
技
術

不
足
で
、
ス
テ
ン
レ
ス
を
溶
接
し
て
枠
を

つ
く
り
、
そ
れ
に
石
を
収
納
し
て
い
く
方

法
で
石
を
積
み
ま
し
た
。

石
積
の
良
さ
は
角
に
あ
る
と
思
う
の
で

す
が
、
こ
の
４
ヶ
所
の
角
石
を
選
ぶ
こ
と

自
体
す
ご
い
労
力
が
か
か
る
の
で
、
あ
え

て
角
を
消
す
と
い
う
意
味
で
も
、
コ
ス
ト

ダ
ウ
ン
に
繋
が
っ
た
と
思
い
ま
す
。
正
直

言
っ
て
、
我
流
と
い
う
か
、
本
流
で
は
な

い
こ
と
を
行
っ
て
い
る
の
で
、
こ
れ
を
お

勧
め
は
し
な
い
で
す
。
石
積
は
デ
ザ
イ
ン

だ
け
で
は
な
く
、
強
度
や
安
心
感
を
与
え

な
い
と
い
け
な
い
と
思
っ
て
い
る
の
で
、

こ
の
よ
う
な
デ
ザ
イ
ン
に
し
ま
し
た
。

こ
の
デ
ザ
イ
ン
の
ヒ
ン
ト
に
な
っ
た
の

は
、
実
は
静
岡
県
伊
豆
の
国
市
の
韮
山
反

射
炉
で
す
。
国
指
定
史
跡
で
あ
り
、「
明
治

日
本
の
産
業
革
命
遺
産
」
と
し
て
世
界
遺

産
に
登
録
さ
れ
て
い
ま
す
。
反
射
炉
に
補

強
が
し
て
あ
り
、
そ
れ
が
錆
び
た
鉄
で
格

子
状
に
組
ま
れ
て
い
ま
す
。
そ
れ
を
見
た

と
き
に
、
補
強
し
な
く
て
は
い
け
な
い
の

だ
と
す
る
と
、
最
初
か
ら
補
強
を
デ
ザ
イ

ン
に
し
て
し
ま
え
ば
、
安
心
な
ん
だ
と
思

っ
た
の
が
ヒ
ン
ト
と
な
り
こ
の
デ
ザ
イ
ン

に
な
り
ま
し
た
。

見
立
て
と
モ
ダ
ニ
ズ
ム
庭
園

明
治
か
ら
昭
和
に
か
け
て
の
庭
は
、
よ

り
自
然
の
環
境
に
近
い
野
や
川
の
流
れ
と

か
、
そ
う
い
う
も
の
を
持
ち
込
ん
で
い
ま

し
た
。
日
本
人
の
Ｄ
Ｎ
Ａ
は
コ
ケ
や
川
の

せ
せ
ら
ぎ
と
か
そ
う
い
う
も
の
を
い
い
な

と
思
う
よ
う
に
で
き
て
い
ま
す
の
で
、
そ

れ
が
今
も
脈
々
と
流
れ
て
い
て
、
植
治
以

降
、
そ
の
よ
う
な
系
統
の
庭
が
今
も
続
い

て
い
る
の
だ
と
思
い
ま
す
。

愛
知
県
は
石
の
産
地
で
御
影
石
も
採
れ

る
地
域
で
す
。
近
隣
の
岐
阜
県
に
は
恵
那

石
な
ど
山
石
系
統
も
あ
り
ま
す
。
三
重
県

に
は
菰
野
石
、
伊
勢
の
桃
取
石
、
静
岡
県

の
天
竜
青
石
な
ど
色
石
も
近
い
と
こ
ろ
に

あ
り
ま
す
。
そ
の
よ
う
に
石
に
は
恵
ま
れ

た
と
こ
ろ
で
す
。

僕
が
修
行
し
た
頃
は
山
水
だ
、
枯
山
水

だ
と
い
ろ
い
ろ
な
色
石
、
山
石
が
土
留
な

ど
に
ふ
ん
だ
ん
に
使
わ
れ
て
い
ま
し
た
。

一
般
の
方
の
庭
に
も
仕
立
物
の
マ
ツ
と
か

マ
キ
が
よ
く
使
わ
れ
て
い
て
庭
は
勢
い
が

あ
り
ま
し
た
。

そ
れ
が
今
は
愛
知
県
と
い
う
と
石
積
の

方
が
有
名
で
、
石
を
組
ん
だ
り
、
積
む
こ

と
に
よ
っ
て
そ
れ
を
一
つ
の
何
か
に
見
立

て
て
、
庭
の
ア
イ
テ
ム
と
し
て
使
う
こ
と

が
結
構
盛
ん
に
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

昔
か
ら
名
古
屋
に
は
、
三
河
仏
壇
に
見

ら
れ
る
よ
う
に
端
材
を
利
用
し
て
細
工
な

ど
を
施
し
付
加
価
値
を
付
け
て
新
た
な
も

の
を
つ
く
り
上
げ
る
文
化
が
あ
る
の
で
す

が
、
そ
れ
に
近
い
よ
う
な
こ
と
が
石
材
に
も

言
え
る
の
で
は
な
い
か
と
思
っ
て
い
ま
す
。

例
え
ば
、
幡
豆
の
方
に
鹿
川
と
い
う
砕

石
の
土
場
が
あ
り
ま
す
が
、
そ
こ
の
四
角

い
砕
石
を
加
工
し
て
積
ん
で
い
く
技
術
が

図7	 錆塗装のパーゴラ　2013.5.22

図6	 錆塗装のパーゴラ　2013.5.22

図8	 石積の門柱　2018.4.26
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若
い
人
た
ち
が
つ
く
る
モ
ダ
ン
庭
園
に
は

よ
く
使
わ
れ
て
い
ま
す
。

本
来
だ
っ
た
ら
砕
石
は
石
積
の
裏
込
め

材
や
護
岸
工
事
に
使
わ
れ
て
い
る
よ
う
な

素
材
で
し
た
が
、
一
つ
ず
つ
手
を
加
え
て

積
む
と
い
う
付
加
価
値
を
つ
け
る
こ
と
に

よ
っ
て
、
お
金
を
い
た
だ
け
る
技
術
に
し

て
い
る
と
僕
は
思
っ
て
い
ま
す
。

高
温
多
湿
な
愛
知
の
風
土
と
植
栽

愛
知
県
は
大
変
暑
く
、
東
北
と
は
比
べ

ら
れ
な
い
ぐ
ら
い
過
酷
な
夏
を
迎
え
ま
す
。

修
行
し
た
頃
は
雑
木
の
庭
の
ブ
ー
ム
が

来
て
い
ま
し
た
。
最
近
も
若
い
人
た
ち
は

山
採
り
の
木
を
植
え
て
い
ま
す
。

僕
が
始
め
た
当
時
は
、
仕
立
て
物
の
時

代
で
、
マ
キ
や
台
杉
が
主
流
で
し
た
。
そ

の
頃
、
僕
も
雑
木
に
憧
れ
て
い
て
、
山
採

り
の
柔
ら
か
い
樹
形
の
も
の
を
使
っ
て
み

た
い
と
思
っ
て
い
て
、
刈
谷
市
の
土
壌
や
風

土
も
考
え
ず
に
植
え
て
い
ま
し
た
。
結
局
、

枯
ら
し
て
し
ま
い
、
反
省
し
て
い
ま
す
。

そ
の
こ
と
を
よ
く
わ
か
っ
て
い
る
の
が

愛
知
県
の
植
木
生
産
者
の
方
で
、
何
年
も

前
か
ら
苗
や
幼
木
か
ら
山
採
り
に
見
立
て

る
よ
う
に
育
て
て
、
販
売
し
て
い
ま
す
。

僕
も
そ
の
考
え
方
に
賛
同
し
て
い
ま
す
。

最
近
は
山
採
り
の
樹
木
は
ほ
ぼ
使
わ
ず
、

植
木
屋
さ
ん
が
幼
木
か
ら
丹
精
込
め
て
育

て
た
株
立
ち
の
樹
木
を
使
っ
て
い
ま
す
。

愛
知
県
の
庭
園
と
建
築

愛
知
県
で
有
名
な
の
は
名
古
屋
城
。
天

守
閣
は
戦
災
で
焼
失
し
、
現
在
は
コ
ン
ク

リ
ー
ト
に
よ
り
復
元
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ

の
石
垣
を
維
持
す
る
た
め
に
は
あ
る
程
度

の
重
み
と
し
て
コ
ン
ク
リ
ー
ト
製
で
あ
っ
て

も
天
守
が
必
要
で
す
。
現
在
、
名
古
屋
市
は

木
造
で
復
元
し
よ
う
と
動
い
て
い
ま
す
。

国
指
定
名
勝
二
之
丸
庭
園
は
近
年
発
掘

さ
れ
、
江
戸
時
代
の
絵
図
の
ま
ま
に
残
さ

れ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
り
ま
し
た
。
現
在
、

修
復
工
事
が
行
わ
れ
て
お
り
、
そ
の
様
子

が
見
ら
れ
る
の
で
、
面
白
い
状
況
で
す
。

織
田
有
楽
斎
の
茶
室
「
如
庵
」
は
犬
山

に
ま
だ
存
在
し
て
い
ま
す
。

近
代
数
寄
屋
の
堀
口
捨
巳
が
つ
く
っ
た

建
築
「
料
亭
・
八
勝
館
」
は
重
要
文
化
財

に
な
っ
て
い
ま
す
。
一
般
の
人
で
も
料
亭

の
客
と
し
て
入
っ
て
も
ら
え
れ
ば
庭
園
が

見
ら
れ
ま
す
。

「
料
亭
か
茂
免
」
の
庭
園
は
７
代
目
小
川

治
兵
衛
（
植
治
）
の
作
庭
で
す
。
植
治
の

庭
は
名
古
屋
で
は
珍
し
く
、
唯
一
残
さ
れ

て
い
る
庭
園
だ
と
思
い
ま
す
。
こ
こ
は
ラ

ン
チ
か
ら
で
も
楽
し
め
ま
す
の
で
、
植
治

の
庭
を
見
た
い
方
に
は
是
非
お
勧
め
で
す
。

豊
田
市
美
術
館
は
谷
口
吉
生
設
計
で

す
。
ス
ケ
ー
ル
の
大
き
い
建
築
と
し
て
存

在
し
て
い
ま
す
。
外
部
空
間
設
計
は
ピ
ー

タ
ー
・
ウ
ォ
ー
カ
ー
で
す
。
建
築
と
相
ま
っ

た
ラ
ン
ド
ス
ケ
ー
プ
も
す
ご
く
素
敵
で
す
。

ま
と
め

「
愛
知
の
庭
を
知
る
こ
と　

自
分
好
み

の
庭
を
知
る
こ
と
」
を
テ
ー
マ
と
し
て
お

話
し
し
ま
し
た
が
、
自
分
の
好
み
ば
か
り

を
売
っ
て
い
く
と
い
う
の
も
よ
く
な
い
と

思
っ
て
い
ま
す
。
重
要
な
の
は
施
主
と
の

相
互
関
係
で
、
押
し
付
け
る
の
で
は
な
く
、

自
分
が
持
っ
て
い
る
も
の
を
い
か
に
引
き

出
し
て
も
ら
う
か
と
い
う
こ
と
も
大
事
だ

と
思
っ
て
い
ま
す
。

15
年
ぐ
ら
い
前
は
、
建
築
家
と
仕
事
を

す
る
こ
と
が
多
か
っ
た
の
で
す
が
、
そ
の

時
に
感
じ
た
の
は
、
建
築
家
は
僕
の
引
き

出
し
は
全
く
無
視
で
、
要
は
自
分
の
つ
く

る
建
築
に
似
合
う
よ
う
な
木
を
植
え
ろ
と

い
う
ぐ
ら
い
の
勢
い
で
し
た
。
そ
う
い
う

も
の
に
嫌
悪
感
が
あ
り
、
今
は
全
く
建
築

家
と
の
仕
事
は
し
な
く
な
り
ま
し
た
。
良

い
の
か
悪
い
の
か
と
い
っ
た
と
こ
ろ
で
す
。

逆
に
言
う
と
、
今
の
若
い
人
た
ち
は
、

言
わ
れ
た
ま
ま
つ
く
っ
て
い
る
よ
う
な
気

が
し
ま
す
。
建
築
を
壊
さ
な
い
術
と
い
う

こ
と
を
学
ん
で
い
る
の
か
わ
か
り
ま
せ
ん

が
、
本
質
的
な
こ
と
を
知
っ
て
し
ま
う
と

こ
ん
な
こ
と
は
で
き
な
い
だ
ろ
う
な
と
い

う
こ
と
も
あ
る
と
思
い
ま
す
。
そ
の
辺
が
、

僕
の
中
で
は
疑
問
か
な
と
思
っ
て
い
ま
す
。

（
愛
知
県
支
部
長
）

※
写
真
は
全
て
筆
者
撮
影

受
講
感
想

清し

み

ず水

哲て

つ

や也

本
年
度
よ
り
技
術
委

員
長
に
就
任
し
、
本
講

座
を
企
画
す
る
こ
と
と

な
り
ま
し
た
。

対
面
式
で
行
わ
れ
て
い
た
こ
の
講
座
は
コ

ロ
ナ
禍
で
確
立
さ
れ
た
「
Z
o
o
m
形
式
」

で
大
き
く
変
わ
り
ま
し
た
。
地
方
の
会
員
が

参
加
し
や
す
く
な
っ
た
こ
と
で
す
。
そ
の
結

果
、
全
国
の
会
員
の
作
庭
写
真
を
紹
介
し
て

い
た
だ
く
こ
と
に
よ
っ
て
、
そ
の
考
え
方
に

は
地
方
色
が
大
き
く
関
わ
っ
て
い
る
こ
と
も

知
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

「
庭
に
向
か
う
私
の
姿
勢
」
を
テ
ー
マ
に

第
１
回
は
愛
知
県
の
高
見
紀
雄
氏
を
講
師

に
お
願
い
い
た
し
ま
し
た
。
高
温
多
湿
と

い
う
条
件
下
の
植
栽
材
料
の
選
別
は
経
験

に
基
づ
い
た
徹
底
し
た
も
の
で
し
た
。

「
鉄
」
を
庭
の
材
料
と
し
て
紹
介
し
て
い

た
だ
い
た
作
品
に
は
と
て
も
興
味
深
い
も

の
が
あ
り
、
門
構
え
、
仕
切
り
、
目
隠
し

な
ど
の
可
能
性
は
無
限
で
あ
り
、
斬
新
な

デ
ザ
イ
ン
は
受
講
生
に
は
衝
撃
的
だ
っ
た

と
思
い
ま
す
。

今
回
、
講
師
の
方
々
に
は
自
分
の
住
ん
で

い
る
地
域
を
紹
介
し
て
い
た
だ
く
こ
と
も
お

願
い
し
ま
し
た
。
何
故
こ
の
庭
を
つ
く
っ
た

の
か
？
何
故
そ
う
思
っ
た
の
か
？
を
知
る
こ

と
で
庭
づ
く
り
の
本
質
に
近
づ
け
る
と
考
え

る
か
ら
で
す
。

（
技
術
委
員
長
）
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（
一
社
）日
本
造
園
組
合
連
合
会（
造
園
連
）の
創
立
50
周
年
を
記
念
し
て
、龍
居
竹
之
介
名
誉
会
長
が
寄
稿
し
た
祝
辞

を
造
園
連
の
ご
了
承
を
い
た
だ
き
転
載
し
ま
す
。

上
原
敬
二
先
生
と
造
園
連
半
世
紀
を
祝
う

龍たつ
い居

竹たけ
の
す
け

之
介

上
原
敬
二
先
生
！
お
喜
び
く
だ
さ
い
。

先
生
が
日
本
の
造
園
界
の
結
束
と
地
位
向

上
を
推
進
す
る
新
原
動
力
と
し
て
応
援
さ

れ
た
造
園
連
こ
と
一
般
社
団
法
人
日
本
造

園
組
合
連
合
会
が
、
着
実
な
業
績
を
重
ね

て
歩
み
続
け
ら
れ
た
結
果
、
令
和
５
年
の

今
年
、
創
立
50
周
年
を
迎
え
る
快
挙
を
果

た
さ
れ
ま
し
た
よ
。

先
生
は
造
園
人
も
腰
を
据
え
て
物
事
を

学
ぶ
大
切
さ
、
視
野
の
広
い
も
の
の
見
方

の
必
要
性
な
ど
、
生
来
の
主
張
を
造
園
連

で
も
め
ざ
す
べ
く
造
園
ア
カ
デ
ミ
ー
な
る

学
び
の
場
も
お
生
み
下
さ
い
ま
し
た
ね
。

代
々
の
リ
ー
ダ
ー
が
こ
の
教
え
を
守
り
、

老
若
を
問
わ
ず
会
員
た
ち
に
学
び
の
大
切

さ
を
伝
え
続
け
ら
れ
た
こ
と
も
半
世
紀
の

大
成
果
だ
と
存
じ
て
い
ま
す
。
先
生
、
本

当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

し
か
し
、
私
が
最
近
不
安
に
感
じ
て
い

る
の
は
、
国
全
体
、
社
会
全
体
が
、
先
生

は
じ
め
私
た
ち
造
園
関
係
者
が
大
切
な
宝

物
と
考
え
て
き
た
「
緑
の
力
」
を
無
神
経

に
軽
視
す
る
動
き
を
チ
ラ
つ
か
せ
て
い
る

こ
と
に
対
し
て
で
す
。
そ
し
て
そ
れ
は
緑

に
縁
の
深
い
農
学
、
林
学
な
ど
の
学
問
の

存
在
を
筆
頭
に
、
現
場
造
園
社
会
全
体
ま

で
疎
外
し
て
い
る
感
じ
な
の
で
す
。

人
で
充
満
す
る
都
市
は
再
開
発
の
名
目

で
緑
ご
と
宅
地
を
高
層
住
宅
に
変
貌
さ
せ

る
や
ら
、
人
々
の
憩
い
の
場
で
あ
る
べ
き

静
寂
な
公
園
は
、
経
済
活
性
化
の
看
板
の

も
と
イ
ベ
ン
ト
優
先
の
広
場
拡
充
で
緑
を

中
心
に
は
考
え
な
く
な
っ

て
行
き
ま
す
。

先
生
の
恩
師
・
本
多
静

六
先
生
の
ご
苦
労
の
作
で

あ
り
、
都
市
公
園
の
草
分

け
の
日
比
谷
公
園
も
、
そ

の
動
き
の
中
で
イ
ベ
ン
ト

会
場
色
を
強
調
し
た
姿
へ

の
改
造
が
き
ま
っ
た
と

か
。
ま
た
先
生
ご
自
身
が

研
究
を
重
ね
ら
れ
育
て
ら

れ
た
明
治
神
宮
外
苑
の
あ
の
美
し
い
イ
チ

ョ
ウ
並
木
を
中
心
に
し
た
都
心
の
比
類
な

き
緑
の
景
観
美
の
効
果
も
、
再
開
発
の
影

響
で
失
わ
れ
る
の
で
は
と
、
都
民
に
案
じ

ら
れ
て
お
り
ま
す
。

中
国
の
「
大
学
」
と
い
う
古
い
本
に

「
修

し
ゅ
う
し
ん身
斉せ
い
か家
治ち
こ
く国
平へ
い

天て
ん
か下（
天
下
を
治
め
る

に
は
ま
ず
自
身
の
身
を
修
め
次
に
家
庭
を

平
和
に
、
次
に
国
を
治
め
、
次
に
天
下
を

治
め
る
順
序
に
従
う
べ
し
）」
と
あ
り
ま
す

が
、
私
は
こ
れ
を
「
人
の
暮
ら
し
周
辺
の

緑
を
ま
ず
大
事
に
し
、
順
に
ひ
ろ
げ
国
全

体
の
緑
を
大
事
に
す
れ
ば
国
は
災
害
も
受

け
ず
平
和
な
世
と
な
る
」
と
い
い
か
え
て

お
り
ま
す
が
、
先
生
い
か
が
で
す
か
。

そ
の
意
味
で
先
生
か
ら
造
園
ア
カ
デ
ミ

ー
を
通
じ
物
の
考
え
方
や
、
造
園
の
力
で

緑
を
活
か
す
大
切
さ
を
教
え
ら
れ
た
、

次
々
の
世
代
に
伝
え
ら
れ
て
き
た
半
世
紀

に
わ
た
る
造
園
連
会
員
の
皆
さ
ん
の
英
智

が
、
来
る
べ
き
60
周
年
に
向
け
て
発
揮
さ

れ
ん
こ
と
を
、
そ
し
て
腰
を
据
え
て
の
ご

発
展
を
、
心
か
ら
お
祈
り
い
た
し
ま
す
。

最
後
に
改
め
ま
し
て
も
う
一
度
造
園
連
さ

ん
創
立
50
周
年
、
本
当
に
お
め
で
と
う
ご

ざ
い
ま
す
。
永
遠
な
れ
造
園
連
！

寄
稿「
創
立
50
周
年
記
念
誌
―
伝
統
の
継
承
と
創
造

―
技
と
人
を
つ
な
い
で
～
庭
～
未
来
へ
」

２
０
２
３
年
５
月
25
日
発
行

龍居竹之介名誉会長　近影

前
号
の
巻
頭
言
で
お

話
し
し
た
よ
う
に
、
国

営
武
蔵
丘
陵
森
林
公

園
で
の
伝
統
庭
園
技
塾
は
充
実
し
た
内
容

で
し
た
が
、
唯
一
残
念
だ
っ
た
の
は
、
各

班
で
つ
く
っ
た
実
習
課
題
を
講
師
講
評

後
、
全
て
壊
し
て
し
ま
う
こ
と
で
し
た
。

受
講
生
も
私
も
複
雑
な
心
境
で
し
た
。

そ
う
し
た
思
い
を
解
決
し
た
の
が
、
１

９
８
７
（
昭
和
62
）
年
か
ら
１
９
９
０
（
平

成
２
）
年
に
計
５
回
開
催
さ
れ
た
熱
海
市

熱
海
上
多
賀
芸
術
村
を
会
場
と
す
る
伝
統

庭
園
技
塾
で
し
た
。
こ
こ
で
は
研
修
成
果柔らかな曲線の石貼りと力強い六方石による研修成果

静
岡
県
熱
海
市
熱
海
上
多
賀

芸
術
村
で
の
伝
統
庭
園
技
塾

三み
や
け宅

秀ひ
で
と
し俊

コラム
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報
告:﹃
ラ
ン
ド
ス
ケ
ー
プ
研
究
﹄・特
集

「
日
本
庭
園
の
継
承
と
発
展
」に
寄
稿

表
題
の
冊
子
は
、
日
本
造
園
学
会
が
発

行
す
る
学
会
誌
の
特
集
号
で
す
。
内
容
は

昨
今
の
日
本
庭
園
を
め
ぐ
る
国
内
外
の
動

向
と
課
題
を
ふ
ま
え
、
①
日
本
庭
園
の
継

承
と
発
展
に
関
す
る
総
論
、
②
日
本
庭
園

の
「
こ
こ
ろ
」
の
世
界
、
③
日
本
庭
園
の

「
わ
ざ
」
の
世
界
、
④
日
本
庭
園
の
展
開
と

い
う
４
部
構
成
と
な
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
う
ち
、
②
と
③
の
日
本
庭
園
の

「
こ
こ
ろ
」
と
「
わ
ざ
」
に
関
し
て
は
、
２

０
２
１
年
度
よ
り
日
本
造
園
学
会
に
設
置

さ
れ
た
『
日
本
庭
園
の
「
こ
こ
ろ
」
と
「
わ

ざ
」
に
関
す
る
研
究
推
進
委
員
会
（
以
降
、

推
進
委
員
会
）』
に
お
け
る
２
年
間
の
調
査

研
究
の
成
果
を
ベ
ー
ス
と
し
た
も
の
で
す
。

推
進
委
員
会
で
は
「
こ
こ
ろ
」
部
会
と

「
わ
ざ
」
部
会
に
分
か
れ
調
査
研
究
を
進
め

て
い
ま
す
。「
わ
ざ
」
部
会
は
、
当
協
会
を

は
じ
め
、
日
本
造
園
組
合
連
合
会
、
日
本

造
園
建
設
業
協
会
、
京
都
府
造
園
協
同
組

合
な
ど
日
本
庭
園
の
「
わ
ざ
」
に
関
わ
り

の
深
い
団
体
が
参
加
し
て
お
り
、
初
年
度

に
は
日
本
庭
園
の
「
わ
ざ
」
を
体
系
化（
下

図
）
し
ま
し
た
。
２
年
目
か
ら
は
、
各
団

体
で
担
当
を
決
め
、
分
類
さ
れ
た
「
わ
ざ
」

の
詳
細
情
報
を
収
集
し
「
わ
ざ
シ
ー
ト
」

と
し
て
ま
と
め
て
い
ま
す
。

当
協
会
は
高
橋
康
夫
会
長
と
小
沼
康
子

常
務
理
事
、
細
野
達
哉
氏
（
オ
ブ
ザ
ー
バ

ー
参
加
）
が
「
水
の
仕
事
」
を
担
当
し
て

調
査
研
究
を
進
め
て
い
ま
す
。「
水
の
仕

事
」
と
は
、
水
源
か
ら
流
末
に
至
る
ま
で

に
用
い
ら
れ
る
「
わ
ざ
」
を
さ
し
、
形
状

と
し
て
は
大
き
く
滝
、
流
れ
、
池
に
分
け

ら
れ
、
護
岸
や
底
部
の
構
造
、
石
組
、
石

積
な
ど
に
よ
る
修
景
や
材
料
な
ど
、
多
様

な
観
点
か
ら
の
分
類
整
理
を
試
み
て
い

ま
す
。

当
協
会
は
、
今
回
発
行
さ
れ
た
特
集
号

に
、
担
当
の
「
水
の
仕
事
」
と
関
連
す
る

話
題
と
し
て
、「
東
京
都
立
の
文
化
財
庭
園

に
見
る
池
泉
の
わ
ざ
」
と
題
し
て
寄
稿
し

ま
し
た
。
中
で
も
、
近
年
、
保
存
・
管
理

に
お
い
て
重
要
度
の
高
い
「
水
源
」
と
「
護

岸
」
に
し
ぼ
っ
て
現
状
を
概
観
し
、
課
題

が
多
い
こ
と
を
述
べ
ま
し
た
。

「
水
の
仕
事
」
は
、
日
本
庭
園
に
と
っ
て

重
要
な
「
わ
ざ
」
が
詰
ま
っ
て
い
る
テ
ー

マ
で
す
が
、
体
系
化
さ
れ
た
情
報
は
多
く

は
あ
り
ま
せ
ん
。
そ
こ
で
、
研
究
推
進

の
継
続
に
あ
た
り
経
験
豊
富
な
会
員
の

方
々
の
情
報
提
供
を
お
願
い
し
た
い
次
第

で
す
。

（
文
責
・
小
沼
康
子
）

図
の
出
典：『
ラ
ン
ド
ス
ケ
ー
プ
研
究
』特
集

「
日
本
庭
園
の
継
承
と
発
展
」第
87
巻
第
２

号
、日
本
造
園
学
会
、２
０
２
３・７・31

の
ほ
と
ん
ど
を
残
す
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

熱
海
で
は
充
実
し
た
日
中
の
実
習
の

他
、
夜
の
講
座
も
あ
り
、
鈴
木
直
衛
、
河

西
力
の
両
講
師
に
よ
る
連
日
連
夜
の
研
修

が
続
き
ま
し
た
。
さ
ら
に
、
夜
の
講
座
の

後
に
話
を
し
た
い
人
は
集
ま
れ
と
声
が
か

か
り
、
講
師
と
全
国
各
地
か
ら
の
受
講
生

と
の
遠
慮
の
な
い
話
で
盛
り
上
が
り
ま
し

た
。
両
講
師
の
物
凄
い
パ
ワ
ー
で
、
時
間

を
忘
れ
て
い
ろ
い
ろ
な
話
を
し
て
、
大
変

楽
し
か
っ
た
こ
と
を
思
い
出
し
ま
す
。

こ
の
研
修
に
参
加
す
る
ま
で
石
は
固
い

も
の
と
思
っ
て
い
ま
し
た
が
、
石
で
も
柔

ら
か
な
表
現
が
で
き
る
の
だ
と
学
び
ま
し

た
。
そ
れ
か
ら
岡
山
に
戻
っ
て
つ
く
っ
た

作
品
が
雑
誌
『
庭
』
73
号
に
掲
載
さ
れ
ま

し
た
。

（
岡
山
県
支
部
長
）雑誌『庭』73号に掲載された自作の石積

「日本庭園のわざ」の体系図（部分）
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支
部
た
よ
り

東
京
都
支
部
主
催 

第
２
回
庭
園
見
学
バ
ス
ツ
ア
ー

２
０
２
３
（
令
和
５
）
年
７
月
16
日
（
日
）

鈴す

ず

き木 

康や
す
ゆ
き幸

昨
年
11
月
に
続
く
庭

園
バ
ス
ツ
ア
ー
の
第
2

弾
を
開
催
し
た
。
私
が

作
庭
し
た
国
立
市
の
庭
「
し
か
く
の
に
わ
」

と
弊
社
で
管
理
し
て
い
る
旧
本
田
家
住

宅
、
再
開
発
が
計
画
さ
れ
、
話
題
と
な
っ

て
い
る
日
比
谷
公
園
、
そ
し
て
平
井
孝
幸

氏
作
庭
の
上
尾
の
庭
を
巡
る
こ
と
と
し

た
。
当
初
は
本
部
と
の
共
催
を
交
渉
し
た

が
か
な
わ
ず
、
単
独
開
催
と
な
っ
た
。

ま
ず
は
日
比
谷
公
園
か
ら
。
当
日
は
、

気
温
が
35
度
を
超
え
て
、
直
射
日
光
が
肌

に
刺
さ
る
ほ
ど
の
猛
暑
と
な
っ
て
し
ま
っ

た
が
、
高
橋
康
夫
会
長
の
案
内
で
約
１
時

間
、
園
内
を
歩
き
、
時
々
立
ち
止
ま
り
、

お
話
を
聞
き
、
ま
た
歩
き
と
園
内
の
隅
々

ま
で
い
ろ
い
ろ
な
エ
ピ
ソ
ー
ド
を
交
え
な

が
ら
お
話
し
し
て
い
た
だ
い
た
。
午
前
10

時
か
ら
だ
っ
た
の
で
、
日
陰
も
多
く
、
暑

さ
に
も
耐
え
ら
れ
た
。

東
京
都
が
進
め
る
日
比
谷
公
園
の
再
開

発
は
、
初
代
会
長
本
多
静
六
氏
の
考
え
、

歴
史
的
価
値
な
ど
を
す
べ
て
無
視
し
た
デ

ザ
イ
ン
で
悲
し
い
限
り
で
あ
る
。
近
世
か

ら
現
代
の
遺
産
と
し
て
後
世
に
も
残
し
て

欲
し
い
と
思
う
。

次
は
旧
本
田
家
住
宅
へ
。
本
田
家
は
私

の
祖
父
か
ら
の
御
得
意
様
で
あ
り
、
数
年

前
に
甲
州
街
道
に
面
し
た
旧
家
屋
を
土
地

と
共
に
国
立
市
に
寄
贈
さ
れ
、
現
在
国
立

市
が
管
理
し
て
い
る
。
旧
家
屋
を
調
査
し

た
結
果
、
江
戸
時
代
中
頃
の
建
物
で
東
京

都
に
現
存
し
て
い
る
木
造
住
宅
で
は
一
番

古
い
こ
と
が
分
か
り
、
文
化
財
と
し
て
解

体
、
復
元
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
て
い
る
。

た
ま
た
ま
弊
社
（
株
）
植
繁
は
公
共
事
業

も
し
て
お
り
、
引
き
続
き
国
立
市
の
下
、

管
理
に
携
わ
っ
て
い
る
。
市
の
職
員
さ
ん

が
丁
寧
に
解
説
し
て
く
だ

さ
り
、
今
後
の
作
業
に
も

励
み
に
な
っ
た
。

次
は
佐
藤
邸
「
し
か
く

の
に
わ
」。
佐
藤
邸
は
旧

本
田
家
住
宅
か
ら
東
に
２

軒
先
の
と
こ
ろ
に
あ
る
旧

家
で
、
私
の
叔
母
の
家
で

も
あ
る
。
３
年
前
に
家
を

建
て
替
え
た
際
、
作
庭
の

依
頼
が
あ
り
、
コ
ロ
ナ
禍

で
あ
っ
た
が
時
間
を
か
け

丁
寧
に
施
工
し
た
。
基
本

的
に
そ
の
現
場
に
あ
る
使

え
る
材
料
（
石
材
、
植
木

な
ど
）
は
全
て
用
い
、
一

部
、
新
し
い
材
料
を
使
い
施
工
し
た
。
三

つ
の
し
か
く
を
つ
く
り
、
既
存
の
雪
見
灯

籠
の
笠
を
ひ
っ
く
り
返
し
て
少
し
彫
っ
て

水
盤
と
し
、
ポ
イ
ン
ト
に
据
え
て
み
た
。

落
ち
着
い
た
渋
み
の
あ
る
庭
が
で
き
た
と

思
う
。
佐
藤
邸
の
ご
厚
意
で
エ
ア
コ
ン
の

効
い
た
部
屋
で
昼
食
を
と
り
、
バ
ス
に
乗

り
、
一
路
、
埼
玉
県
上
尾
市
へ
。

最
後
は
平
井
孝
幸
氏
作
庭
の
「
上
尾
の

庭
」。
昨
年
、
見
学
し
た
時
に
は
、
ま
だ
園

路
も
完
成
し
て
お
ら
ず
、
流
れ
の
線
形
も

出
来
て
い
な
か
っ
た
が
、
完
成
し
て
数
ヶ

月
が
経
っ
た
庭
を
観
る
と
鳥
肌
が
立
つ
思

い
が
し
た
。
平
井
氏
の
庭
は
幾
度
か
見
学

さ
せ
て
い
た
だ
い
た
こ
と
が
あ
っ
た
が
、

こ
の
庭
は
平
井
氏
の
集
大
成
だ
と
思
っ

た
。
低
木
、
下
草
を
大
胆
に
省
略
し
た
風

景
、
棚
田
を
具
現
化
し
た
小
端
積
み
の
風

景
、
移
植
せ
ず
残
し
た
た
だ
一
本
の
オ
オ

シ
マ
ザ
ク
ラ
、
満
開
の
時
季
に
観
に
行
き

た
か
っ
た
と
思
う
と
共
に
「
や
ら
れ
た
な

ぁ
感
」
が
湧
き
上
が
っ
て
き
た
。
ま
だ
ま

だ
自
分
は
先
輩
方
の
域
に
は
達
し
て
い
な

い
、「
一
念
通
天
」
で
行
こ
う
と
心
に
誓

っ
た
。

最
後
に
、
暑
い
中
、
ご
参
加
下
さ
っ
た

方
々
に
感
謝
す
る
と
共
に
、
今
後
も
ど
う

ぞ
日
本
庭
園
協
会
東
京
都
支
部
に
ご
協
力

い
た
だ
け
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま

す
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

�

（
東
京
都
支
部
長
）

佐藤邸「しかくのにわ」筆者作庭　竣工時　2021.5.27　筆者撮影

「上尾の庭」平井孝幸氏作庭　竣工時 2023.4月末 平井孝幸氏撮影
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本
部
た
よ
り

国
際
活
動
委
員
会

ト
ル
コ
共
和
国
ガ
ズ
ィ
ア
ン
テ
プ
市

代
表
団
と
の
面
会

２
０
２
３
（
令
和
５
）
年
8
月
8
日
（
火
）

細ほ

そ

の野

達た

つ

や哉

東
京
都
渋
谷
区
に
あ
る
駐
日
ト
ル
コ
共

和
国
大
使
館
に
て
、
日
本
庭
園
協
会
と
ト

ル
コ
共
和
国
ガ
ズ
ィ
ア
ン
テ
プ
市
の
代
表

団
が
面
会
を
行
な
っ
た
。

市
の
代
表
団
か
ら
は
、
エ
ル
デ
ム
・
ギ

ュ
ゼ
ル
ベ
イ
副
市
長
ほ
か
、
都
市
イ
ン
フ

ラ
な
ど
の
局
長
ら
数
名
が
出
席
。
当
協
会

か
ら
は
高
橋
康
夫
、
細
野
達
哉
、
大
平
敦

子
（
敬
称
略
）
の
３
名
が
出
席
し
た
。

本
件
は
、
駐
日
ト
ル
コ
大
使
館
を
介
し

て
、
当
市
代
表
団
か
ら
当
協
会
へ
、
そ
の

訪
日
に
合
わ
せ
た
面
会
の
要
望
が
あ
り
、

実
施
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。

ガ
ズ
ィ
ア
ン
テ
プ
市
で
は
、
今
年
２
月

に
起
き
た
ト
ル
コ
・
シ
リ
ア
地
震
の
復
興

な
ら
び
に
街
の
歴
史
を
記
念
し
た
市
民
公

園
の
整
備
計
画
が
あ
り
、
そ
の
敷
地
内
に

日
本
と
ト
ル
コ
の
親
善
を
象
徴
し
た
１
０

０
０
㎡
ほ
ど
の
日
本
庭
園
の
築
造
を
検
討

し
て
い
る
。
今
回
の
面
会
は
、
そ
の
計
画

の
説
明
と
協
力
の
打
診
を
主
旨
と
し
て
行

わ
れ
た
も
の
で
あ
る
。

高
橋
会
長
は
、
発
言
の
冒
頭
に
ト
ル
コ

で
の
震
災
被
災
者
に
対
す
る
哀
悼
と
復
興

へ
の
激
励
の
言
葉
を
述
べ
て
そ
の
苦
難
に

共
感
す
る
姿
勢
を
示
し
、
続
け
て
当
協
会

が
取
り
組
ん
だ
東
日
本
大
震
災
復
興
記
念

庭
園
に
関
す
る
資
料
を
代
表
団
に
渡
し

て
、
そ
の
解
説
を
通
し
て
日
本
の
庭
園
に

関
す
る
概
説
を
伝
え
た
。

そ
の
後
、
代
表
団
か
ら
は
日
本
の
庭
園

文
化
と
造
園
工
事
に
関
し
て
、
当
協
会
か

ら
は
公
園
計
画
の
構
想
に
関
し
て
お
互
い

に
質
疑
を
交
わ
し
、
お
よ
そ
１
時
間
の
面

会
を
終
え
た
。

１
８
９
０
（
明
治
23
）
年
に
起
き
た
エ

ル
ト
ゥ
ー
ル
ル
号
の
悲
劇
を
き
っ
か
け
と

し
た
日
本
と
ト
ル
コ
両
国
の
永
い
友
好
の

歴
史
が
、
今
回
は
震
災
復
興
へ
の
願
い
と

日
本
の
庭
園
を
通
し
て
、
新
た
に
カ
ズ
ィ

ア
ン
テ
プ
市
と
当
協
会
と
を
結
び
つ
け

た
。
天
災
に
向
き
合
う
と
庭
園
と
い
う
も

の
は
脆
く
無
力
に
思
え
る
が
、
災
害
国
で

あ
る
日
本
の
庭
園
文
化
に
は
、
よ
り
強
く

美
し
い
国
土
を
つ
く
る
た
め
の
叡
智
と
希

望
が
備
わ
っ
て
い
る
よ
う
に
思
う
。

当
協
会
と
し
て
は
引
き
続
き
ガ
ズ
ィ
ア

ン
テ
プ
市
と
交
流
を
続
け
、
計
画
の
具
体

化
に
向
け
た
助
言
と
、
協
力
体
制
の
模
索

を
行
な
っ
て
い
く
意
向
で
あ
る
。

（
国
際
活
動
委
員
会
事
務
局
長
）

技
術
委
員
会

●
伝
統
庭
園
技
塾

「
掛
川
市
松
ヶ
岡
庭
園
修
復
基
礎
研
修
会
」

9
月
2
日
（
土
）
～
4
日
（
月
）、
清
水

哲
也
技
術
委
員
長
を
塾
長
と
し
て
開
催
さ

れ
ま
し
た
。
3
日
間
で
静
岡
県
支
部
会
員

を
中
心
に
延
1
1
0
名
を
超
え
る
参
加
者

が
集
い
、
事
故
も
な
く
有
意
義
な
研
修
と

な
り
ま
し
た
。

研
修
で
は
、
1
日
目
は
庭
園
の
概
要
を

学
び
、
2
日
目
と
3
日
目
は
主
に
庭
園
内

の
樹
木
の
手
入
れ
を
行
い
ま
し
た
。
ま

た
、
今
後
の
整
備
方
針
策
定
の
基
礎
資
料

と
す
る
た
め
飛
石
や
燈
籠
な
ど
石
材
・
石

造
物
の
簡
易
調
査
も
行
い
ま
し
た
。

研
修
内
容
の
詳
細
は
次
号
に
掲
載
予
定
。

●
第
14
回
庭
園
技
術
連
続
基
礎
講
座

5
月
か
ら
9
月
の
月
末
日
曜
日
に
、
オ

ン
ラ
イ
ン
に
よ
っ
て
全
5
回
の
講
座
を
開

催
し
ま
し
た
。
第
1
回
・
高
見
紀
雄
氏
、

第
2
回
・
伊
久
美
和
秀
氏
、
第
3
回
・
丸

山
道
隆
氏
、
第
4
回
・
山
田
祐
司
氏
、
第

5
回
・
小
泉
隆
一
氏
に
ご
講
演
い
た
だ
き

ま
し
た
。

内
容
は
随
時
本
誌
に
掲
載
予
定
。

財
務
委
員
会

●
会
費
納
入
の
お
願
い

今
年
度
の
会
費
納
入
が
ま
だ
お
済
み
で

な
い
方
は
、
速
や
か
な
納
入
を
お
願
い
い

た
し
ま
す
。

面会を行なったガズィアンテプ市代表団との記念写真
（細野カメラにて大使館職員撮影）

面会の様子。ガズィアンテプ市代表団　奥・2人目から（敬称略）セルダル・ムラッ
ト・ギュルセル （保全維持課長・博物館等担当）、エルデム・ギュゼルベイ（市長代
理）、ヒュセイン・ソンメズレル（上下水道局長）、オメル・セルチュック・バズ（ヤル
ン建築共同代表）、ジャフェル・ユルマズ（消防課長）　撮影筆者
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創
立
1
0
5
周
年
記
念
事
業

総
務
委
員
会

臨
時
総
会
・
創
立
1
0
5
周
年
記
念
式

典
が
10
月
26
日
（
木
）、
清
澄
庭
園
大
正
記

念
館
で
開
催
さ
れ
ま
す
。
記
念
式
典
で

は
、
永
年
に
わ
た
っ
て
当
協
会
に
功
績
の

あ
っ
た
方
々
の
表
彰
他
が
行
わ
れ
ま
す
。

技
術
委
員
会

●
み
ん
な
の
緑
学

10
月
5
日
（
木
）
に
「
田
中
泰
阿
弥
の

庭
園
観
」（
講
師
・
三
鍋
光
夫
氏
）
が
開
催

さ
れ
ま
し
た
。

10
月
14
日
（
土
）
に
「
庭
園
協
会
が
誕

生
し
て
い
な
け
れ
ば
、
東
京
農
業
大
学
造

園
科
学
科
は
存
在
し
て
い
な
か
っ
た
―
上

原
敬
二
、
龍
居
松
之
助
、
井
下
清
の
造
園

へ
の
思
い
と
情
熱
」（
講
師
・
粟
野
隆
氏
）

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

両
講
演
の
内
容
は
本
誌
掲
載
予
定
。

鑑
賞
研
究
委
員
会

●
清
澄
庭
園
講
演
会

7
月
9
日
（
日
）
に
「
井
下
清
ら
の
技

術
者
集
団
が
作
り
上
げ
た
公
共
の
日
本
庭

園
と
し
て
の
清
澄
庭
園
の
文
化
的
・
技
術

的
価
値
」（
講
師
・
高
橋
康
夫
氏
）
と
「
清

澄
庭
園
の
現
状
と
課
題
」（
講
師
・
中
山
な

つ
希
氏
）
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

講
演
内
容
は
、
冊
子
『
清
澄
庭
園
を
知

る
（
仮
）』
に
掲
載
。

●
庭
園
鑑
賞
会

9
月
16
日
（
土
）
～
17
日
（
日
）、「
東

日
本
大
震
災
復
興
記
念
庭
園
鑑
賞
会
」
が

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

1
日
目
の
午
前
は
「
竹
亭
大
和
別
邸
」

の
庭
園
鑑
賞
と
昼
食
、
午
後
は
「
東
日
本

大
震
災
復
興
記
念
庭
園
」
の
見
学
。
参
加

者
43
名
は
、
設
計
者
横
山
英
悦
氏
の
説
明

を
受
け
な
が
ら
の
庭
園
散
策
と
加
藤
精
一

総
務
委
員
長
の
煎
茶
点
前
の
お
も
て
な
し

を
愉
し
み
ま
し
た
。
同
日
夕
刻
、
宮
城
県

支
部
主
催
の「
東
日
本
大
震
災
復
興
庭
園
5

周
年
記
念
祝
賀
会
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

2
日
目
、
庭
の
体
験
型
展
示
場
「
庭
正

パ
ー
ク
」
の
見
学
後
、
仙
台
駅
に
て
散
会
。

広
報
委
員
会

冊
子
『
清
澄
庭
園
を
知
る
（
仮
）』
を
編

集
中
。
本
誌
は
、
創
立
百
周
年
記
念
事

業
・
清
澄
庭
園
再
評
価
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

「
清
澄
庭
園
を
国
指
定
名
勝
に
す
る
」
と
題

し
て
開
催
さ
れ
た
全
6
回
の
講
演
会
（
講

師
・
龍
居
竹
之
介
氏
・
原
徳
三
氏
・
内
田
青

蔵
氏
・
松
島
義
章
氏
・
亀
山
章
氏
）
と
本
年

度
開
催
の
鑑
賞
研
究
委
員
会
主
催
の
「
清

澄
庭
園
講
演
会
」
全
2
回
の
講
演
会
（
講

師
・
高
橋
康
夫
氏
、
中
山
な
つ
希
氏
）
の

講
演
録
で
す
。
年
内
を
目
処
に
発
行
予
定
。

新
刊
紹
介

『
江
戸
大
名
庭
園
は
挑
む
︱
「
名
園
」
の

復
活
そ
し
て
都
市
庭
園
の
未
来
』

�

菊
池
正
芳
著

本
書
は
、
当
協
会
会
員
の
菊
池
正
芳
氏

が
、
長
年
に
わ
た
り
東
京
都
に
お
い
て
緑

地
、
公
園
行
政
に
関
わ
ら
れ
た
中
で
、
特

に
大
名
庭
園
復
元
の
取
組
み
を
多
く
の
人

に
知
っ
て
も
ら
い
た
い
と
の
思
い
か
ら
纏

め
ら
れ
た
一
冊
で
す
。
内
容
に
も
あ
る
平

成
元
年
の
「
東
京
都
に
お
け
る
文
化
財
庭

園
の
保
存
・
復
元
・
管
理
等
に
関
す
る
専

門
委
員
会
」
で
は
、
龍
居
竹
之
介
名
誉
会

長
が
当
初
か
ら
委
員
を
務
め
、
ま
た
、
庭

園
ガ
イ
ド
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
取
組
み
に
は

高
橋
康
夫
会
長
が
立
ち
上
げ
か
ら
関
わ
っ

て
お
り
、
当
協
会
に
と
っ
て
も
縁
の
深
い

内
容
が
盛
り
込
ま
れ
て
い
ま
す
。
タ
イ
ト

ル
か
ら
著
者
の
熱
い
思
い
が
伝
わ
る
書
。

ご
一
読
を
お
薦
め
し
ま
す
。

新
入
会
員
・
氏
名
（
住
所
）

（
２
０
２
３（
令
和
５
）年
７
月
１
日
か
ら
９
月
30
日
）

若
尾
千
尋
（
東
京
都
）（
敬
称
略
）

編
集
後
記

★
前
号
か
ら
編
集
校
正
に
事
務
局
の
大
平
敦

子
さ
ん
が
参
加
。最
強
助
っ
人
で
す
。

︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱

編
集
担
当
：
小
沼
康
子
／
内
田 

均
／
中
山
な
つ
希

／
酒
井
和
佳
子

本
文
デ
ザ
イ
ン
：
由
比
ま
ゆ
み

1 1 1 号
巻
頭
言

３
日
間
の
休
日
を
京
都
で
家
内
と
遊
ぶ

金
綱 

重
治

挨

拶

庭
園
協
会
創
立
１
０
５
周
年
を
迎
え
て

高
橋 

康
夫

挨

拶

新
年
の
挨
拶

全
国
支
部
長

支
部
会
員

特

集

日
本
各
地　
庭
園
の
冬
支
度

報

告

国
際
活
動
委
員
会
「
技
と
心
セ
ミ
ナ
ー
講

師
・
大
阪
ガ
ー
デ
ン
視
察
・
北
米
日
本
庭

園
協
会
地
方
大
会
の
報
告
」

細
野 

達
哉

講

座

第
13
回　
庭
園
技
術
連
続
基
礎
講
座

第
3
回　
庭
に
向
か
う
私
の
姿
勢

廣
瀬 

慶
寛

講

座

第
13
回　
庭
園
技
術
連
続
基
礎
講
座

第
４
回　
庭
に
向
か
う
私
の
姿
勢

仙
波 

太
郎

記

録

庭
園
技
術
連
続
基
礎
講
座
一
覧
表

技
術
委
員
会

便

り

本
部
・
支
部
の
お
知
ら
せ

1 1 2 号
巻
頭
言

技
を
教
え
育
て
る

福
永 

邦
昭

報

告

令
和
５
年
度
日
本
庭
園
協
会
定
期
総
会

講

座

み
ん
な
の
緑
学　
現
代
日
本
庭
園
の
巨

匠
た
ち
〜
そ
の
作
庭
手
法
と
庭
園
観　

第
４
回　
小
形
研
三

龍
居 

竹
之
介

講

座

第
13
回　
庭
園
技
術
連
続
基
礎
講
座

第
５
回　
庭
に
向
か
う
私
の
姿
勢

石
亀 

靖

講

座

第
13
回　
庭
園
技
術
連
続
基
礎
講
座

第
6
回　
庭
に
向
か
う
私
の
姿
勢

仲
佐 

修
二

見
学
会

鑑
賞
研
究
委
員
会　
「
清
澄
庭
園
鑑
賞
会
」
菊
地 

正
樹

加
藤 

精
一

北
村 

均

追

悼

大
平
暁
氏

龍
居 

竹
之
介

和
田 

新
也

柴
田 

正
文

便

り

本
部
・
支
部
の
お
知
ら
せ

1 1 3 号
巻
頭
言

私
と
日
本
庭
園
協
会

三
宅 

秀
俊

講

座

み
ん
な
の
緑
学
『
長
尾
欽
弥
と
よ
ね
〜
そ

の
人
物
と
本
宅
・
別
荘
の
庭
園
を
め
ぐ
っ

て
〜
そ
の
１　
世
田
谷
宜
雨
荘
』

加
藤 

映

講
演
会

清
澄
庭
園
鑑
賞
会
・
庭
園
を
知
る

龍
居 

竹
之
介

報

告

国
際
活
動
委
員
会　
事
業
報
告

曽
根 

将
郎

細
野 

達
哉

報

告

本
部
・
支
部
共
催「
京
都
庭
園
視
察
研
修
会
」
山
田 

拓
広

報

告

新
役
員
紹
介

便

り

支
部
た
よ
り

「
第
40
回
全
国
緑
化
フ
ェ
ア
未
来
の
杜

せ
ん
だ
い
2
0
2
3Feel green!

〜
」

菊
地 

新
太
郎

竹
田 

利
光

会
員
便
り

第
31
回
佐
藤
国
際
交
流
賞
受
賞

内
山
貞
文
氏

便

り

本
部
の
お
知
ら
せ

1 1 4 号
巻
頭
言

国
指
定
名
勝　
貞
観
園

神
田 

松
太
郎

講

座

み
ん
な
の
緑
学
『
長
尾
欽
弥
と
よ
ね
〜
そ

の
人
物
と
本
宅
・
別
荘
の
庭
園
を
め
ぐ
っ

て
〜
そ
の
２　
扇
湖
山
荘
・
隣
松
園
』

加
藤 

映

講

座

第
14
回　
庭
園
技
術
連
続
基
礎
講
座

第
１
回　
庭
に
向
か
う
私
の
姿
勢

高
見 

紀
雄

コ
ラ
ム

上
原
敬
二
先
生
と
造
園
連
半
世
紀
を
祝
う

龍
居 

竹
之
介

便

り

東
京
都
支
部
・
本
部
の
お
知
ら
せ

2
0
2
3（
令
和
5
）
年
総
目
次

『江戸大名庭園は挑む
—「名園」の復活そし
て都市庭園の未来』
菊池正芳 著


